
感
染
経
路
不
明
の
ケ
ー
ス
も

　
【
共
同
】
厚
生
労
働
省
は
１
４
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺
炎
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
１
９
）
を
巡
る
問
題
で
、

東
京
や
神
奈
川
、
和
歌
山
、
沖
縄
な
ど
６
都
道
県
で
新
た
に
計
７
人
の
日
本
人
感
染
者
を
確
認
し
た
と
発
表
し
た
。

こ
れ
と
は
別
に
政
府
チ
ャ
ー
タ
ー
機
第
３
便
で
帰
国
し
た
邦
人
１
人
も
感
染
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
拡
大
が
続
い
た
。

新
た
な
感
染
者
に
は
感
染
の
経
路
が
不
明
確
な
人
も
含
ま
れ
、
市
中
感
染
の
懸
念
が
増
大
し
た
。

新
型
肺
炎
、
各
地
で
拡
大

し
、
活
動
を
再
開
し
た
い
」

と
も
話
し
た
。

　

昨
年
１
２
月
２
５
日
の
逮

捕
後
、
秋
元
被
告
が
公
の
場

に
姿
を
現
し
た
の
は
初
め

て
。

　

秋
元
被
告
は
Ｉ
Ｒ
担
当
の

内
閣
府
副
大
臣
を
務
め
て

い
た
２
０
１
７
年
９
月
〜

１
８
年
２
月
、
日
本
で
の
Ｉ

Ｒ
事
業
参
入
を
目
指
し
て
い

た
中
国
企
業
「
５
０
０
ド
ッ

ト
コ
ム
」
側
か
ら
、
計
約

　
【
共
同
】
カ
ジ
ノ
を
含
む

統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
（
Ｉ

Ｒ
）
を
巡
る
汚
職
事
件
で
、

収
賄
罪
で
起
訴
さ
れ
た
衆
院

議
員
秋
元
司
被
告
（
４
８
）

は
１
４
日
、
東
京
・
永
田
町

の
衆
院
議
員
会
館
で
記
者
会

見
を
開
き
、「
賄
賂
を
受
け

取
っ
た
こ
と
は
一
切
な
い
」

と
述
べ
、
公
判
で
無
罪
を
主

張
し
て
い
く
考
え
を
明
ら
か

に
し
た
。
体
調
を
整
え
た
上

で
「
３
月
に
は
国
会
に
復
帰

無
罪
主
張
、
来
月
国
会
復
帰
へ

　

東
京
で
は
新
た
に
２
人
の

感
染
者
が
判
明
。
屋
形
船
の

宴
会
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
屋
形
船
に

は
１
３
日
に
死
亡
し
た
８
０

代
女
性
の
義
理
の
息
子
に
当

た
る
７
０
代
の
タ
ク
シ
ー
運

転
手
も
乗
船
し
て
い
た
。
感

染
拡
大
防
止
に
向
け
、
政
府

は
新
た
に
専
門
家
会
議
も
設

置
し
た
。

　

国
内
初
の
死
者
が
出
た
事

態
を
受
け
、
安
倍
晋
三
首
相

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
会
合
で
「
こ

れ
ま
で
以
上
に
対
策
の
検
討

を
進
め
て
い
く
」と
述
べ
た
。

　

都
に
よ
る
と
、
タ
ク
シ
ー

運
転
手
は
１
月
１
８
日
に
都

７
６
０
万
円
相
当
の
賄
賂
を

受
け
取
っ
た
と
し
て
収
賄
罪

で
２
回
起
訴
さ
れ
、
会
見
で

は
内
容
を
全
て
否
認
し
、「
特

定
の
事
業
者
に
便
宜
を
働
い

た
こ
と
は
断
じ
て
な
い
」
と

し
た
。

　

１
７
年
９
月
１
日
に
振

り
込
ま
れ
た
２
０
０
万
円

は
、
那
覇
市
で
あ
っ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
の
講
演
料
な
ど

で
「
賄
賂
と
考
え
た
こ
と
は

な
い
」
と
説
明
。
同
２
８
日

の
現
金
３
０
０
万
円
受
領
は

「（
贈
賄
側
に
）
会
っ
た
記
憶

も
な
い
し
、
現
金
を
受
け

取
っ
た
事
実
は
な
い
」
と
断

言
し
、
受
け
取
る
事
情
も
な

か
っ
た
と
付
け
加
え
た
。

　

１
７
年
１
２
月
の
中
国
旅

行
と
１
８
年
２
月
の
北
海
道

留
寿
都
村
旅
行
の
旅
費
な
ど

を
負
担
さ
せ
た
と
さ
れ
る
こ

と
に
対
し
て
は
、
元
政
策
秘

書
＝
収
賄
罪
で
在
宅
起
訴
＝

に
支
払
い
を
指
示
し
た
と
述

べ
、「
接
待
と
の
認
識
は
持
っ

て
い
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　

一
方
、
野
党
側
が
証
人
喚

問
を
求
め
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
は
「
当
面
は
裁
判
に
専

Ｉ
Ｒ
汚
職
、
保
釈
後
初
の
会
見

政
府
、
専
門
家
会
議
設
置

世
界
が
日
本
を
心
配
し
て
い
る

Ｗ
Ｈ
Ｏ
専
門
家
が
訴
え

（１） ２０２０年第５４２９号  ２月 １５日 （土曜日）
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幻
想
的
な
明
か
り
が
と
も
っ

た
か
ま
く
ら
＝
１
４
日
夕
、

秋
田
県
横
手
市
（
共
同
）

新型コロナウイルスによる肺炎を発症した男性外科医の勤務先
の済生会有田病院＝１４日午前、和歌山県湯浅町（共同通信社ヘ
リから）

念
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

　

秋
元
被
告
は
東
京
地
検
特

捜
部
に
逮
捕
さ
れ
、
５
０
日

間
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
。
東

京
地
裁
が
今
月
１
０
日
に
保

釈
を
認
め
、
被
告
側
は
保
証

金
計
３
千
万
円
を
納
付
し
、

１
２
日
に
保
釈
さ
れ
た
。
秋

元
被
告
は
逮
捕
前
に
自
民
党

を
離
党
し
た
が
、
議
員
辞
職

は
し
て
い
な
い
。

　

秋
元
被
告
は
、
議
員
バ
ッ

ジ
を
着
け
た
濃
紺
の
ス
ー
ツ

姿
。硬
い
面
持
ち
を
崩
さ
ず
、

集
ま
っ
た
約
１
０
０
人
の
報

道
陣
を
前
に
約
２
０
分
間
、

１
人
で
対
応
し
た
。

な
お
３
０
２
議
会
「
ゼ
ロ
」

女
性
地
方
議
員
、
最
多
１
４
％

資
料
集
（
２
２
０
０
円
）
を

発
行
。
国
際
女
性
デ
ー
の
３

月
８
日
、
女
性
の
政
治
参
画

を
促
す
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
地

元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
共
に
高
松

市
で
開
く
。
問
い
合
わ
せ

は
同
セ
ン
タ
ー
、
電
話
０
３

（
３
３
７
０
）
０
２
３
８
。

　

×　
　

×　
　

×

　

３
月
８
日
は
国
連
が
定
め

た
国
際
女
性
デ
ー
。
世
界
的

に
男
女
格
差
が
大
き
い
と
さ

れ
る
日
本
で
、格
差
を
縮
め
、

誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
課
題
や
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

幻
想
的
な
明
か

り
雪
景
色
彩
る

横
手
の
「
か
ま
く
ら
」
撮
影
会

　
【
共
同
】
全
国
の
地
方
議

会
で
総
定
数
に
占
め
る
女
性

議
員
の
割
合
が
、
昨
年
春
の

統
一
地
方
選
後
の
６
月
１
日

現
在
で
１
４
・
０
％
に
な
っ

た
こ
と
が
１
４
日
、「
市
川

房
枝
記
念
会
女
性
と
政
治
セ

ン
タ
ー
」（
東
京
）
の
調
査

で
分
か
っ
た
。
４
年
前
の
前

回
調
査
よ
り
１
・
９
ポ
イ
ン

ト
増
え
て
１
９
７
１
年
の
調

査
開
始
以
降
、
最
高
と
な
っ

た
が
、
い
ま
だ
２
割
に
も

満
た
な
い
。
女
性
議
員
が
一

人
も
い
な
い
「
ゼ
ロ
議
会
」

は
全
国
１
７
８
８
議
会
中

３
０
２
議
会
に
上
っ
た
。

　

安
倍
政
権
は
女
性
活
躍
推

進
を
掲
げ
、
２
０
１
８
年
に

は
男
女
の
候
補
者
数
を
均

等
に
す
る
よ
う
促
す
「
政
治

分
野
の
男
女
共
同
参
画
推
進

法
」
が
成
立
し
た
。
そ
の
状

況
下
で
行
わ
れ
た
初
の
統
一

地
方
選
だ
っ
た
が
、
男
女
均

等
に
は
ほ
ど
遠
い
の
が
実
態

だ
。

　

調
査
は
４
年
ご
と
の
統
一

地
方
選
後
に
実
施
。
全
国
の

女
性
地
方
議
員
の
総
数
は

４
６
０
８
人
で
、
総
定
数
に

占
め
る
割
合
は
１
４
・
０
％

だ
っ
た
。
前
回
調
査
で
は

内
の
屋
形
船
で
実
施
さ
れ
た

新
年
会
に
妻
と
参
加
。
新
た

な
感
染
者
２
人
の
う
ち
１
人

は
こ
の
屋
形
船
の
従
業
員
の

７
０
代
男
性
で
、
同
日
に
勤

務
し
て
い
た
。
こ
の
日
よ

り
前
に
は
中
国
湖
北
省
か
ら

の
旅
行
者
と
の
接
触
歴
も
あ

り
、
都
が
詳
し
い
経
緯
を
調

べ
て
い
る
。
も
う
１
人
は
、

運
転
手
が
加
入
す
る
組
合
勤

務
の
５
０
代
女
性
で
、
新
年

会
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
全
国
各
地

で
報
告
が
相
次
い
だ
。
既
に

勤
務
医
に
感
染
者
が
見
つ

か
っ
た
和
歌
山
県
の
済
生
会

有
田
病
院
で
は
、
外
来
受
診

し
た
７
０
代
男
性
、
沖
縄
県

で
６
０
代
の
女
性
タ
ク
シ
ー

運
転
手
が
感
染
し
た
。
北

海
道
で
は
５
０
代
男
性
が
重

篤
。
愛
知
県
の
６
０
代
男
性

は
ハ
ワ
イ
滞
在
中
に
風
邪
の

よ
う
な
症
状
が
始
ま
っ
た
と

い
う
。
神
奈
川
県
の
自
治
体

職
員
の
３
０
代
男
性
は
、
ク

ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

プ
リ
ン
セ
ス
号
」
か
ら
患
者

搬
送
を
担
当
し
た
が
、
こ
れ

以
前
に
感
染
し
た
ら
し
い
。

国
内
の
感
染
者
は
合
計
で

会談後に取材に応じる国民民主党
の玉木代表（左）と立憲民主党の
枝野代表＝１０日午後、国会（共同）

新
型
肺
炎
で
予
備
費
閣
議
決
定

１
０
３
億
円
、
水
際
対
策
強
化

ン
ス
（
根
拠
）
は
な
い
」
と

の
認
識
を
示
し
た
。
日
本
感

染
症
学
会
な
ど
は
「
既
に

街
の
中
で
散
発
的
な
流
行
が

起
き
て
い
て
も
お
か
し
く
な

い
」
と
の
見
解
を
ま
と
め
て

い
る
。

　

死
亡
し
た
女
性
を
巡
り
、

　
【
共
同
】
政
府
は
１
４
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
肺
炎
拡
大
に
関
す
る
第
１

弾
の
緊
急
対
策
の
た
め
に
、

２
０
１
９
年
度
予
算
の
予
備

費
か
ら
１
０
３
億
円
を
支
出

す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し

た
。
品
薄
が
続
く
マ
ス
ク
の

増
産
支
援
や
検
査
態
勢
の
強

化
と
い
っ
た
水
際
対
策
が
柱

と
な
る
。

　

第
１
弾
で
は
、
メ
ー
カ
ー

が
マ
ス
ク
の
供
給
能
力
を
拡

大
す
る
た
め
の
補
助
金
の

創
設
や
病
原
体
を
迅
速
に
検

査
す
る
態
勢
を
整
備
。
検
査

キ
ッ
ト
や
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

を
促
進
す
る
ほ
か
、
検
疫
官

の
応
援
を
手
配
す
る
。
相
談

を
受
け
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

も
設
置
し
、
適
切
な
情
報
提

供
を
図
る
。

　

ま
た
相
次
ぐ
キ
ャ
ン
セ
ル

で
業
績
が
悪
化
し
て
い
る
旅

館
業
な
ど
の
資
金
繰
り
を
支

援
す
る
た
め
、
日
本
政
策
金

融
公
庫
な
ど
に
緊
急
貸
し
付

け
や
保
証
枠
と
し
て
５
千
億

円
を
確
保
す
る
。

　

１
４
日
の
閣
議
後
記
者
会

見
で
、
麻
生
太
郎
財
務
相

は
「
ウ
イ
ル
ス
の
国
内
ま
ん

延
を
食
い
止
め
、
影
響
を
受

け
る
産
業
へ
の
緊
急
対
応
を

し
っ
か
り
進
め
て
い
き
た

い
」
と
強
調
。
西
村
康
稔
経

済
再
生
担
当
相
は
「
地
方
経

済
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
、

必
要
な
施
策
を
臨
機
応
変
に

講
じ
る
」
と
述
べ
た
。
梶
山

４
０
７
８
人
、
１
２
・
１
％
。

都
道
府
県
別
に
見
る
と
、
市

区
町
村
議
会
も
含
め
た
定

数
に
占
め
る
女
性
の
割
合

が
最
も
高
か
っ
た
の
は
東

京
２
９
・
０
％
で
、
神
奈
川

２
１
・
８
％
、
大
阪
と
埼
玉

２
１
・
０
％
と
続
い
た
。
最

も
低
か
っ
た
の
は
山
梨
７
・

５
％
。

　

女
性
が
い
な
い
ゼ
ロ
議

会
の
３
０
２
議
会
の
内
訳

は
市
区
で
２
８
、
町
村
で

は
２
７
４
。
こ
の
項
目

で
調
査
を
始
め
た
９
１
年

（
６
５
・
８
％
）
と
比
べ
る
と

大
幅
に
減
少
し
た
が
、
な
お

１
６
・
９
％
を
占
め
る
。
ゼ

ロ
議
会
が
一
つ
も
な
い
の
は

埼
玉
、
大
阪
、
香
川
だ
っ
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
久
保
公
子

理
事
長
は
「
女
性
の
参
政
権

が
実
現
し
て
７
０
年
余
り

た
っ
て
も
議
員
割
合
が
１
割

台
前
半
に
と
ど
ま
る
こ
と
は

残
念
。
だ
が
裾
野
は
確
実
に

広
が
っ
て
い
る
」と
話
し
た
。

　

調
査
票
を
都
道
府
県
選
挙

管
理
委
員
会
に
送
り
、
都
道

府
県
議
会
と
市
区
町
村
議

会
に
占
め
る
女
性
の
割
合
な

ど
に
つ
い
て
結
果
を
分
析
し

た
。
調
査
結
果
を
ま
と
め
た

　
【
共
同
】
感
染
症
対
策
の

専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
る
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の

進
藤
奈
邦
子
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
は
１
４
日
、
横
浜
市

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
緊
急
セ
ミ
ナ
ー
に
出

席
し
「
中
国
湖
北
省
武
漢
市

で
は
患
者
の
発
生
数
に
減
少

の
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ト
ン
ネ
ル
の
先
に
光

が
見
え
て
き
た
。
今
、
世
界

中
が
心
配
し
て
い
る
の
は
日

本
。
踏
ん
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
訴
え
た
。

　

和
歌
山
県
内
の
病
院
で
医

師
と
患
者
の
感
染
が
分
か
っ

た
こ
と
に
も
触
れ
て
、
来
院

者
の
感
染
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、

医
療
機
関
の
態
勢
を
再
点
検

し
て
拡
大
連
鎖
を
食
い
止
め

る
べ
き
だ
と
し
た
。

　

進
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、
症

状
の
軽
い
患
者
で
は
、
ウ
イ

ル
ス
が
最
も
排
出
さ
れ
や

す
い
の
は
発
症
か
ら
３
〜
４

日
。
１
人
か
ら
う
つ
る
の
は

１
〜
２
人
程
度
で
、
毎
冬
流

行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

１
・
４
〜
１
・
６
人
よ
り
も
強

力
な
可
能
性
が
あ
る
。

　

ウ
イ
ル
ス
は
、
コ
ウ
モ
リ

厚
労
省
は
感
染
経
路
の
調
査

を
進
め
た
。
義
理
の
息
子
で

あ
る
東
京
都
の
タ
ク
シ
ー
運

転
手
の
男
性
も
感
染
が
判
明

し
て
お
り
、
女
性
の
濃
厚
接

触
者
な
ど
の
確
認
も
急
ぐ
。

　

厚
労
省
に
よ
る
と
女
性
は

１
月
２
２
日
に
倦
怠
感
を
認

め
、
２
月
１
日
に
肺
炎
と
診

断
さ
れ
医
療
機
関
に
入
院
、

１
３
日
に
死
亡
し
た
。
運
転

手
の
男
性
は
、
女
性
に
倦
怠

感
が
出
た
１
週
間
後
の
１
月

２
９
日
に
発
熱
。
２
月
６
日

に
入
院
し
、
１
３
日
に
感
染

が
分
か
っ
た
。

　

男
性
は
発
症
後
に
乗
務
し

て
お
ら
ず
、
同
居
す
る
家
族

に
こ
れ
ま
で
発
熱
な
ど
の
症

状
は
な
い
と
い
う
。

　
【
共
同
】
加
藤
勝
信
厚
生

労
働
相
は
１
４
日
の
閣
議
後

記
者
会
見
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
検
査
の
対
象
に
つ

い
て
「
地
域
限
定
で
な
い
対

応
も
考
え
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
拡
大
を
検
討
す
る
考

え
を
示
し
た
。
今
は
原
則
と

し
て
中
国
湖
北
省
や
浙
江
省

と
の
関
連
が
あ
る
場
合
な
ど

に
限
っ
て
い
る
が
、
肺
炎
な

ど
感
染
が
疑
わ
れ
る
症
状
が

あ
る
人
を
対
象
に
幅
広
く
検

査
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

国
内
で
は
、
初
め
て
死
亡

し
た
神
奈
川
県
の
８
０
代
女

性
や
和
歌
山
県
の
男
性
医
師

な
ど
、
最
近
の
渡
航
歴
が
な

い
人
の
感
染
が
相
次
い
で
確

認
さ
れ
て
い
る
。
国
内
感
染

を
念
頭
に
対
応
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
と
の
考
え
に
傾

い
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

一
方
で
加
藤
氏
は
「
国
内

で
流
行
、
ま
ん
延
し
て
い
る

状
態
で
は
な
い
と
い
う
従
来

の
見
解
を
変
更
す
る
エ
ビ
デ

弘
志
経
済
産
業
相
は
「
風
評

（
被
害
）
も
含
め
て
観
光
地

が
大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
」
と
し
、
中
小
企
業
支
援

に
取
り
組
む
姿
勢
を
強
調
し

た
。

　

政
府
は
１
３
日
、
予
備
費

を
含
む
総
額
１
５
３
億
円
の

対
応
策
を
実
行
す
る
緊
急
対

策
の
第
１
弾
を
取
り
ま
と
め

た
。
今
後
も
事
態
の
状
況
を

見
極
め
な
が
ら
、
順
次
施
策

を
講
じ
て
い
く
方
針
だ
。

　
【
共
同
】
秋
田
県
横
手
市

で
約
４
５
０
年
続
く
冬
の
伝

統
行
事
「
か
ま
く
ら
」
が
行

わ
れ
る
の
を
前
に
１
４
日
、

撮
影
会
が
開
か
れ
た
。
か
ま

く
ら
に
と
も
る
幻
想
的
な
明

か
り
が
雪
景
色
を
彩
り
、
訪

れ
た
人
を
魅
了
し
た
。

　

か
ま
く
ら
は
高
さ
約
３

メ
ー
ト
ル
、
直
径
約
３
・
５

メ
ー
ト
ル
で
、
大
人
４
、５

人
が
入
れ
る
大
き
さ
。
中
で

は
、
は
ん
て
ん
姿
の
地
元
の

子
ど
も
た
ち
が
火
鉢
を
囲
ん

で
餅
や
甘
酒
を
楽
し
み
、
集

ま
っ
た
観
光
客
が
笑
顔
で
撮

影
し
て
い
た
。

　

新
潟
市
の
主
婦
富
山
樹
代

子
さ
ん
（
６
８
）
は
「
今
年

は
暖
冬
だ
っ
た
が
、
立
派
な

か
ま
く
ら
を
見
て
、
冬
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
喜

ん
だ
。

　

か
ま
く
ら
は
水
神
を
祭

る
伝
統
行
事
で
毎
年
２
月

１
５
、１
６
日
に
開
催
。
今

年
は
暖
冬
に
よ
る
雪
不
足
の

影
響
で
規
模
を
縮
小
し
、
例

年
の
６
割
と
な
る
５
０
基
程

度
の
か
ま
く
ら
が
市
内
に
設

置
さ
れ
る
。

ウ
イ
ル
ス
検
査
、
拡
大
検
討

厚
労
相
「
地
域
限
定
せ
ず
」

か
ら
別
の
動
物
を
介
し
て
人

体
に
入
り
込
ん
だ
ら
し
い
。

武
漢
市
内
の
複
数
の
場
所
で

こ
う
し
た
感
染
が
始
ま
っ
た

が
、
次
第
に
人
か
ら
人
に
う

つ
る
こ
と
を
繰
り
返
す
よ
う

に
な
り
大
流
行
と
な
っ
た
。

　

進
藤
さ
ん
は
、
中
国
が
１

月
２
３
日
に
武
漢
の
交
通
を

遮
断
し
た
こ
と
が
拡
大
抑
止

に
つ
な
が
っ
た
と
評
価
す
る

半
面
で
「
２
月
末
ま
で
し
か

効
果
は
も
た
な
い
だ
ろ
う
」

と
警
告
し
た
。

　

中
国
で
は
、
病
院
の
給
食

室
で
感
染
者
が
お
し
ゃ
べ
り

を
し
た
こ
と
が
発
端
で
院
内

感
染
が
起
き
た
と
疑
わ
れ
る

例
も
。
発
熱
な
ど
の
症
状
が

あ
る
来
院
者
を
入
り
口
で
他

の
人
か
ら
分
け
た
り
、
マ
ス

ク
を
着
け
て
も
ら
っ
た
り
し

て
、
ほ
か
の
患
者
や
医
師
ら

に
う
つ
さ
な
い
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
提
言
し
た
。

　
【
共
同
】
２
０
２
５
年
の

大
阪
・
関
西
万
博
の
運
営
主

２
５
９
人
に
な
っ
た
。

　

厚
労
省
は
幅
広
く
感
染
者

を
把
握
す
る
た
め
、
滞
在
し

た
地
域
を
限
定
せ
ず
に
ウ
イ

ル
ス
検
査
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
対
象
者
の
拡
大
を
検
討
し

て
い
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

外
務
省
は
、
肺
炎
が
拡
大
す

る
中
国
浙
江
省
温
州
市
に
つ

い
て
、
感
染
症
危
険
情
報
を

レ
ベ
ル
３
に
引
き
上
げ
、
渡

航
中
止
を
勧
告
し
た
。

体
の
官
民
組
織
「
日
本
国
際

博
覧
会
協
会
」
の
石
毛
博
行

事
務
総
長
が
１
４
日
、
大
阪

市
で
記
者
会
見
し
、
Ｐ
Ｒ
役

を
担
う
公
式
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

に
、
歌
舞
伎
役
者
の
十
代
目

松
本
幸
四
郎
さ
ん
や
男
性

デ
ュ
オ
「
コ
ブ
ク
ロ
」、
京

大
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
の
山

中
伸
弥
教
授
ら
が
就
任
す
る

と
発
表
し
た
。

　

他
に
就
任
す
る
の
は
、
宝

塚
歌
劇
団
や
指
揮
者
の
佐
渡

裕
さ
ん
、
誘
致
段
階
か
ら
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
を
務
め
て
き
た

お
笑
い
コ
ン
ビ
「
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
」。

　

松
本
幸
四
郎
さ
ん
は
「
歌

舞
伎
を
は
じ
め
と
し
た
日
本

の
伝
統
芸
能
・
文
化
の
素

晴
ら
し
さ
を
世
界
に
発
信
す

る
絶
好
の
機
会
」、
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
の
松
本
人
志
さ
ん
は

「
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
あ

り
が
た
き
幸
せ
」
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　

石
毛
氏
は
会
見
で
「『
い

の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ

イ
ン
』
と
い
う
テ
ー
マ
に
取

り
組
む
万
博
な
ん
だ
と
国

内
、
世
界
中
に
発
信
し
て
ほ

し
い
」
と
期
待
。
今
後
、
博

覧
会
国
際
事
務
局（
Ｂ
Ｉ
Ｅ
）

総
会
な
ど
の
海
外
イ
ベ
ン
ト

で
も
、
日
本
開
催
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

に
参
加
を
依
頼
す
る
考
え
を

示
し
た
。

　

大
阪
・
関
西
万
博
は
２
５

年
４
月
１
３
日
〜
１
０
月

１
３
日
の
１
８
４
日
間
を
予

定
。
大
阪
市
の
人
工
島
・
夢

洲
を
会
場
と
し
、
健
康
や
医

療
分
野
の
最
先
端
技
術
を
結

集
さ
せ
る
。
協
会
は
春
に
公

式
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決
め
、
周

知
に
さ
ら
に
力
を
入
れ
る
方

針
だ
。

　
【
共
同
】
お
茶
の
水
女
子

大
付
属
中（
東
京
都
文
京
区
）

に
通
う
秋
篠
宮
家
の
長
男
悠

仁
さ
ま
（
１
３
）
の
机
に
刃

物
が
置
か
れ
た
事
件
で
、
建

造
物
侵
入
と
銃
刀
法
違
反
な

ど
の
罪
に
問
わ
れ
た
京
都
市

西
京
区
、
無
職
長
谷
川
薫
被

告
（
５
７
）
に
東
京
地
裁
は

１
４
日
、
懲
役
１
年
６
月
、

執
行
猶
予
４
年
（
求
刑
懲
役

１
年
６
月
）
の
判
決
を
言
い

渡
し
た
。

　

判
決
理
由
で
楡
井
英
夫
裁

判
長
は
「
皇
族
制
度
に
対
す

る
独
自
の
関
心
に
つ
い
て
、

自
分
の
行
為
を
誇
示
し
て
世

間
に
注
目
さ
れ
た
い
と
い
う

独
り
善
が
り
の
考
え
か
ら
犯

行
に
及
ん
だ
」
と
指
摘
。

　
「
学
校
関
係
者
に
与
え
た

不
安
感
は
甚
だ
し
く
、
社
会

的
影
響
は
大
き
い
」
と
す
る

一
方
、
反
省
し
て
い
る
こ
と

か
ら
執
行
猶
予
を
付
け
る
こ

と
が
相
当
だ
と
述
べ
た
。

山
中
教
授
、
コ

ブ
ク
ロ
を
起
用

２
５
年
万
博
公
式
ア
ン
バ
サ
ダ
ー

悠
仁
さ
ま
刃
物

事
件
で
有
罪

東
京
地
裁
、
５
７
歳
男



主
要
４
銀
行
内
で
純
利
３
位

回
は「
そ
の
つ
も
り
は
な
い
」

と
開
き
直
っ
て
い
る
。

　

ゲ
デ
ス
氏
の
舌
禍
は
、
昨

年
１
１
月
の
「
軍
政
令
第
５

条
が
仮
に
今
起
き
た
と
こ
ろ

で
何
と
い
う
こ
と
は
な
い
」

と
い
う
発
言
以
降
、「
森
林

伐
採
は
貧
し
い
人
た
ち
の
た

め
に
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
」
な
ど
相
次
い
で
い
る
。

　

同
経
済
相
は
、
産
業
界
内

に
「
伯
国
経
済
が
回
復
に
転

じ
る
」
と
の
楽
観
的
な
見

方
が
広
ま
っ
て
い
る
こ
と

や
、
１
月
に
行
な
わ
れ
た
ス

イ
ス
の
ダ
ボ
ス
会
議
で
国
際

的
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
で
、

そ
の
手
腕
は
評
価
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
失
言

の
数
々
に
よ
り
、
連
邦
政
府

関
係
者
の
間
で
は
「
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
氏
の
人
気
に
響
く
の
で

は
」
と
懸
念
す
る
声
す
ら
出

て
い
る
と
い
う
。

　

当
の
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

は
、
経
済
相
の
諸
々
の
失
言

に
対
す
る
自
分
の
意
見
を
表

明
し
て
い
な
い
。

　

連
邦
議
会
の
中
で
も
、
ゲ

デ
ス
氏
の
発
言
が
今
後
審
議

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
税

制
・
行
政
改
革
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
か
が
不
安
視
さ
れ

て
い
る
。
特
に
税
制
改
革
に

関
し
て
は
、
来
週
に
も
上
院

で
準
備
に
取
り
掛
か
る
こ
と

　

伯
国
銀
行
（
Ｂ
Ｂ
）
は
昨
年
第
４
四
半
期
、
前
年
同
期
比
で
２
０
・３
％
増
と
な
る
、
４
６
億
レ
ア
ル
の
純

利
益
を
計
上
。
２
０
１
９
年
全
体
の
純
利
益
は
１
７
８
億
レ
ア
ル
で
、前
年
比
３
２
％
増
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
１
３
、１
４
日
付
伯
字
各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。
純
利
益
ト
ッ
プ
４
銀
行
の
中
で
唯
一
の
国
営
銀

行
で
あ
る
Ｂ
Ｂ
の
ル
ベ
ン
・
ノ
ヴ
ァ
エ
ス
総
裁
は
、「
Ｂ
Ｂ
が
民
営
化
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
自
由
に
、
よ
り
効
率

的
に
経
営
で
き
、
民
間
銀
行
を
抜
い
て
純
利
益
１
位
に
な
る
こ
と
も
可
能
だ
。
そ
ろ
そ
ろ
Ｂ
Ｂ
民
営
化
に
つ
い

て
の
議
論
も
始
め
る
べ
き
」
と
語
っ
て
い
る
。

ナ
ス
の
、
５
０
・
８
１
レ
ア

ル
を
つ
け
た
。

　

Ｂ
Ｂ
発
表
の
会
計
報
告
書

に
よ
る
と
、
第
４
四
半
期
の

好
結
果
は
、
債
務
不
履
行
を

埋
め
合
わ
せ
る
費
用
が
削
減

さ
れ
た
こ
と
と
、
サ
ー
ビ
ス

の
収
益
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
報

告
書
に
は
、
従
業
員
の
保
険

プ
ラ
ン
の
見
直
し
で
、
人
件

費
が
増
え
た
こ
と
も
記
さ
れ

て
い
た
。

　

昨
年
は
Ｂ
Ｂ
に
と
っ
て
、

資
産
売
却
と
、
社
内
の
構
造

改
革
が
始
ま
っ
た
年
で
も

あ
っ
た
。
国
内
各
支
店
の
統

合
や
人
員
配
備
と
総
従
業
員

数
の
削
減
に
加
え
、
Ｂ
Ｂ
は

昨
年
末
に
、
デ
ジ
タ
ル
バ
ン

キ
ン
グ
と
、
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

　

１
４
日
付
伯
字
紙
に
よ
る

と
、
現
在
、
大
聖
市
圏
の
７

水
系
は
、
２
０
１
３
〜
１
５

年
の
水
危
機
以
降
で
、
最
も

潤
沢
に
水
が
あ
る
状
態
に
回

復
し
て
い
る
と
い
う
。
カ
ン

タ
レ
イ
ラ
水
系
の
水
位
が
マ

イ
ナ
ス
を
記
録
し
て
い
た

２
０
１
５
年
に
は
、
７
水
系

融
資
に
焦
点
を
当
て
た
経
営

再
編
計
画
を
発
表
し
た
。

　

昨
年
末
時
点
で
の
Ｂ
Ｂ
の

貸
付
総
額
は
６
８
０
７
億
レ

ア
ル
で
、
２
０
１
８
年
末
と

比
べ
て
２
・
６
％
減
少
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
Ｂ
Ｂ
は
伯
国
内

の
貸
付
総
額
ラ
ン
キ
ン
グ
１

位
の
座
を
イ
タ
ウ
・
ウ
ニ
バ

ン
コ
社
に
譲
る
こ
と
と
な
っ

た
。
貸
付
を
対
個
人
、
対
法

人
別
に
見
る
と
、
対
個
人
の

貸
付
は
１
年
で
１
７
４
億
レ

ア
ル（
８
・９
％
）増
え
た
が
、

対
法
人
の
貸
付
は
２
４
１
億

レ
ア
ル
（
１
０
・９
％
）
減
っ

た
。

　

昨
年
第
４
四
半
期
の
Ｂ
Ｂ

の
純
資
産
は
１
０
８
６
億

レ
ア
ル
で
、
前
年
比
６
・

２
％
増
だ
っ
た
。
ま
た
、
昨

昨
年
純
利
益
１
７
８
億
レ
を
計
上

に
な
っ
て
い
る
。

　

市
長
選
の
年
な
の
で
有
権

者
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い

法
案
の
通
過
が
最
優
先
さ
れ

る
傾
向
が
あ
り
、
分
か
り
づ

ら
い
税
制
や
行
政
の
改
革
は

後
回
し
に
さ
れ
や
す
い
。

　

ゲ
デ
ス
氏
に
対
し
て
は
、

左
派
勢
力
の
み
な
ら
ず
、
中

道
勢
力
の
セ
ン
ト
ロ
ン
系
の

政
党
（
進
歩
党
や
社
会
民
主

党
な
ど
）
の
党
首
ま
で
も
が

「
エ
リ
ー
ト
主
義
」「
経
済
格

差
の
悪
化
を
容
認
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
言
動
」
と
の
懸

念
を
抱
い
て
い
る
と
さ
れ
て

い
る
。

タ
ー
で
最
も
話
題
に
な
っ
た

言
葉
に
な
っ
た
。

　

家
政
婦
か
ら
の
抗
議
も
相

次
ぎ
、
非
政
府
団
体
「
合
法

家
庭
内
労
働
者
」の
マ
リ
オ
・

ア
ヴ
ェ
リ
ー
ノ
会
長
は
「
近

年
、
家
政
婦
は
余
暇
と
し
て

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
は

行
っ
て
い
な
い
。
乳
母
と
し

て
の
労
働
で
行
っ
て
い
る
の

だ
」
と
家
政
婦
の
実
情
を
代

弁
し
、
抗
議
し
た
。

　

し
か
も
、
先
日
「
公
務
員

は
イ
ン
フ
レ
の
５
０
％
以
上

の
賃
上
げ
や
手
厚
い
福
利
の

保
護
を
受
け
た
寄
生
虫
」
と

発
言
し
た
際
は
す
ぐ
に
陳
謝

コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
が
、
今

　
「
家
政
婦
が
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
に
行
く
時
代
は
終

り
」
な
ど
、
パ
ウ
ロ
・
ゲ

デ
ス
経
済
相
の
相
次
ぐ
失
言

が
、
低
所
得
層
を
中
心
と
し

た
国
民
や
連
邦
議
会
を
不
快

に
さ
せ
、
税
制
改
革
や
行
政

改
革
の
法
案
が
議
会
通
過
さ

せ
る
上
で
の
支
障
に
な
っ
て

い
る
心
配
す
る
声
が
あ
が
っ

て
い
る
と
、
１
４
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

ゲ
デ
ス
経
済
相
が
１
２
日

に
行
な
っ
た
「
ド
ル
高
は
良

い
こ
と
だ
。
家
政
婦
が
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
行
っ
た
の

は
過
去
の
こ
と
だ
」
と
の
発

言
は
、
そ
の
日
の
ツ
イ
ッ

税
制
や
行
政
の
改
革
の
妨
げ
に

生
命
に
関
わ
る
悪
ふ
ざ
け
流
行

　

２
０
１
９
年
に
最
も
大

き
な
純
利
益
を
上
げ
た

銀
行
と
そ
の
額
は
、
イ

タ
ウ
・
ウ
ニ
バ
ン
コ
の

２
６
５
億
８
千
万
レ
（
前
年

比
６
・
４
％
）
で
、
２
位
が

ブ
ラ
デ
ス
コ
の
２
２
６
億

レ
（
前
年
比
１
８
・
３
２
％

増
）、
３
位
が
Ｂ
Ｂ
で
、
４

位
が
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
銀
行

の
１
４
１
億
８
１
０
０
万
レ

（
１
６
・６
％
増
）
だ
っ
た
。

　

Ｂ
Ｂ
は
も
と
も
と
純
利
益

が
１
６
５
〜
１
８
５
億
レ
ア

ル
程
度
に
な
る
と
予
測
し

て
お
り
、
そ
の
通
り
の
結
果

に
な
っ
た
。
た
だ
し
純
利

１
７
８
億
レ
と
い
う
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
結
果
に
も
関
わ
ら

ず
、
１
３
日
の
Ｂ
Ｂ
通
常
株

は
前
日
比
１
・
５
５
％
マ
イ

ゲデス経済相
（Agencia Brasil）

全国神経外科協会が出した警告文書

大幅な純利増を記録した伯国銀行
（Ag.Brasil）

年
末
時
点
で
の
総
資
産
は

１
兆
４
７
０
０
億
レ
で
、
前

年
比
３
・７
％
増
だ
っ
た
。

　

Ｂ
Ｂ
は
今
年
の
純
利
益

を
、
さ
ら
に
多
い
１
８
５
〜

２
０
５
億
レ
ア
ル
と
予
測
し

て
い
る
。

全
て
の
総
貯
水
量
が
最
大
容

量
の
わ
ず
か
３
・
８
％
と
い

う
危
機
的
な
状
況
に
も
陥
っ

た
が
、
年
々
回
復
を
重
ね
て

行
っ
た
結
果
、
現
在
の
総
貯

水
量
は
７
０
・
９
％
に
ま
で

回
復
し
て
い
る
。
水
系
別
に

見
て
も
、
最
大
水
系
の
カ
ン

タ
レ
イ
ラ
が
５
３
％
で
、
残

る
六
つ
の
水
系
は
い
ず
れ

も
８
０
％
以
上
。
中
に
は
、

１
０
０
％
を
超
え
て
い
る
水

系
も
二
つ
あ
る
。
こ
の
状
態

が
保
た
れ
、
水
の
量
を
心
配

し
な
く
て
済
む
日
々
が
続
い

て
く
れ
れ
ば
よ
い
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

１
２
日
、
聖
市
市
議
会

が
、
保
育
園
と
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
Ｉ
）
の
対
応

時
間
を
夜
ま
で
延
長
す
る
こ

と
を
認
め
る
法
案
を
承
認
し

た
。
同
法
案
は
ブ
ル
ー
ノ
・

コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
の
裁
可
を

待
つ
こ
と
に
な
る
が
、
教
育

関
係
者
か
ら
は
強
い
反
対
の

声
が
あ
が
っ
て
い
る
。
聖
市

公
教
育
専
門
家
組
合
は
「
具

体
的
な
勤
務
形
態
が
示
さ
れ

て
い
な
い
」「
前
代
未
聞
の

こ
と
」
な
ど
、
強
く
反
発
。

生
後
１
１
カ
月
〜
３
歳
の
子

供
を
預
か
る
施
設
の
現
行
の

対
応
時
間
は
朝
７
時
〜
午
後

５
時
。
子
供
の
生
活
や
安
全

面
を
考
え
て
も
、
夜
ま
で
の

延
長
に
は
不
安
が
残
る
が
。

　
　
　
　
　

◎

　

サ
ッ
カ
ー
の
聖
州
選
手
権

は
、
今
週
末
で
早
く
も
第
６

節
。
今
節
の
目
玉
は
、
何
と

言
っ
て
も
今
日
開
催
さ
れ
る

聖
市
モ
ル
ン
ビ
で
の
サ
ン
パ

ウ
ロ
対
コ
リ
ン
チ
ャ
ン
ス
戦

だ
。
両
チ
ー
ム
と
も
ま
だ
、

５
試
合
戦
っ
て
２
勝
と
調
子

が
上
が
っ
て
い
な
い
が
、
両

チ
ー
ム
と
も
、
こ
の
伝
統

カ
ー
ド
を
も
の
に
す
る
こ
と

で
、
浮
上
の
き
っ
か
け
に
し

た
い
は
ず
。
試
合
は
１
９
時

か
ら
開
催
さ
れ
る
。

　

１
３
日
、
上
院
外
交
委
員

会
で
の
サ
バ
チ
ー
ナ
（
口
頭

試
問
会
）
で
、
ネ
ス
ト
ル
・

フ
ォ
ル
ス
テ
ル
氏
が
満
場
一

致
で
駐
米
伯
国
大
使
に
認
め

ら
れ
た
。
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統

領
は
同
職
に
三
男
エ
ド
ゥ
ア

ル
ド
下
議
を
と
熱
望
し
て
い

た
が
、
諸
般
の
事
情
で
か
な

わ
ず
、
人
事
が
停
滞
し
て
い

た
。
１
４
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　

同
職
は
昨
年
４
月
、
エ
ル

ネ
ス
ト
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
外

相
が
、
駐
米
大
使
だ
っ
た
セ

ル
ジ
オ
・
ア
マ
ラ
ル
・
フ
ェ

ル
ナ
ン
ド
・
ピ
メ
ン
テ
ル
氏

を
解
任
し
て
以
来
、
不
在
の

ま
ま
だ
っ
た
。

　

昨
年
７
月
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
は
エ
ド
ァ
ウ
ル
ド
氏

を
駐
米
大
使
に
指
名
し
た
。

だ
が
、「
縁
故
で
の
指
名
」

と
し
て
強
く
批
判
さ
れ
、
さ

ら
に
外
交
上
の
職
務
経
験
の

な
さ
や
、
英
語
能
力
も
疑
問

視
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
た
め
、
上
院
で
の
強

い
反
対
に
遭
い
、
サ
バ
チ
ー

ナ
が
開
か
れ
な
い
状
態
が

続
き
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
親
子
は

１
０
月
に
同
職
を
断
念
し

た
。

　

結
局
、
ピ
メ
ン
テ
ル
氏
解

任
後
、
代
行
で
大
使
を
務
め

て
い
た
フ
ォ
ル
ス
テ
ル
氏
が

指
名
さ
れ
、
１
３
日
に
行
わ

れ
た
サ
バ
チ
ー
ナ
で
も
外
交

委
員
の
上
議
１
２
人
が
全
員

賛
成
し
、
承
認
さ
れ
た
。

　

フ
ォ
ル
ス
テ
ル
氏
は
、
伯

国
が
国
際
的
に
批
難
を
浴
び

た
ア
マ
ゾ
ン
で
の
森
林
伐
採

問
題
や
、
米
国
在
住
の
伯
人

が
１
３
０
万
人
に
増
え
て
い

る
こ
と
、
１
８
〜
１
９
年
に

米
国
へ
の
不
法
入
国
を
試
み

た
伯
人
が
１
万
８
千
人
も
い

た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
訊
か

れ
た
が
、「
い
た
ず
ら
に
騒

ぐ
必
要
は
な
い
」
と
し
て
、

冷
静
に
回
答
を
行
っ
た
。

　

正
式
な
任
命
に
は
上
院
本

会
議
で
の
承
認
が
必
要
だ

が
、
反
対
さ
れ
る
よ
う
な
要

素
は
な
く
、
素
直
に
承
認
さ

れ
る
見
込
み
だ
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、

「
人
間
ル
ー
レ
ッ
ト
」「
頭
蓋

骨
壊
し
」「
デ
ザ
フ
ィ
オ
・

ダ
・
ラ
ス
テ
イ
ラ
」
な
ど
と

呼
ば
れ
る
、
非
常
に
危
険
な

遊
び
の
動
画
が
出
回
っ
て
お

り
、
親
や
教
師
、
医
師
の
間

で
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
と

１
２
、１
３
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

識
者
達
が
悪
質
な
悪
ふ
ざ

け
と
批
判
す
る
遊
び
は
、
３

人
が
並
ん
で
行
う
も
の
で
、

両
端
の
２
人
が
何
も
知
ら
な

い
仲
間
に
、「
こ
う
や
っ
て

飛
ぶ
ん
だ
」
と
見
本
を
見
せ

る
。
だ
が
、
真
ん
中
の
人
が

そ
れ
を
真
似
て
飛
ん
だ
瞬
間

に
両
端
の
２
人
が
そ
の
人
の

足
を
払
う
た
め
、
真
ん
中
の

人
は
手
を
つ
く
暇
も
な
く
、

仰
向
け
の
状
態
で
後
ろ
向
き

に
倒
れ
る
。

　

真
ん
中
の
人
の
反
応
は
足

を
払
っ
た
時
の
勢
い
や
タ
イ

ミ
ン
グ
次
第
で
、
よ
ろ
け
て

倒
れ
る
程
度
か
ら
、
腰
や
背

中
、
後
頭
部
を
強
打
し
、
打

撲
傷
や
頭
蓋
骨
骨
折
、
脳
震

盪
（
の
う
し
ん
と
う
）、
脊

椎
や
頚
椎
の
損
傷
な
ど
を
引

き
起
こ
す
場
合
ま
で
様
々
。

最
悪
の
場
合
は
、
死
亡
し
た

り
、
下
半
身
不
随
な
ど
の
重

度
の
障
害
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
も
あ
る
。

　

こ
の
遊
び
を
少
し
変
形
さ

せ
た
も
の
に
は
、
２
人
が
１

人
を
支
え
る
よ
う
に
し
て
宙

返
り
を
さ
せ
る
と
い
う
例
も

あ
る
と
い
う
。

　

実
際
に
、
１
９
年
１
１
月

に
は
、
北
大
河
州
西
部
の
モ

ソ
ロ
ー
市
で
、
１
６
歳
の
少

女
が
こ
の
遊
び
に
誘
わ
れ
、

後
頭
部
を
強
打
。
頭
蓋
骨
を

骨
折
し
て
入
院
し
た
が
、
数

日
後
に
死
亡
し
た
。

　

モ
ソ
ロ
ー
市
の
市
役
所
で

は
１
２
日
、
新
学
年
開
始
を

機
に
学
校
関
係
者
を
集
め
、

動
画
な
ど
も
見
せ
な
が
ら
危

険
性
に
つ
い
て
警
告
し
た
。

死
亡
し
た
少
女
の
家
族
や
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
達
は
、
心
理
学

者
や
社
会
福
祉
士
達
に
よ
る

ケ
ア
も
受
け
て
い
る
。

　

こ
の
動
画
や
遊
び
の
事
は

全
国
的
に
も
知
ら
れ
始
め
て

お
り
、
聖
市
の
サ
ン
タ
マ
リ

ア
校
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
通
じ
て
、
生
徒
や

父
兄
に
注
意
を
呼
び
か
け
よ

う
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
聖
市
東
部
の
マ
リ

イ
・
ウ
ォ
ー
ド
校
で
は
１
２

日
朝
、
６
年
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
全
ク
ラ
ス
で
、
動
画

な
ど
も
見
せ
な
が
ら
、
こ
の

件
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
を

行
っ
た
と
い
う
。

　

全
国
神
経
外
科
協
会
（
Ｓ

Ｂ
Ｎ
）
は
、
状
況
次
第
で
運

動
機
能
障
害
や
死
な
ど
も
招

く
事
や
、
死
傷
者
が
出
た
場

合
、
責
任
者
は
傷
害
や
過
失

致
死
で
刑
事
責
任
を
問
わ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
事
な
ど
も

明
記
し
た
文
書
も
出
し
、
警

戒
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

ロ
ー
マ
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
１
世
は
１
３
日
、
ル
ー
ラ

元
大
統
領
と
ヴ
ァ
チ
カ
ン
で

１
時
間
程
度
の
私
的
会
談
を

持
っ
た
と
、
１
３
、１
４
日

付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

　

ル
ー
ラ
元
大
統
領
は
、
聖

州
グ
ア
ル
ジ
ャ
ー
の
高
級
住

宅
を
巡
る
贈
賄
と
資
金
洗
浄

疑
惑
で
２
審
有
罪
と
な
り
、

１
８
年
４
月
か
ら
禁
固
刑
に

な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
伯
国
最
高
裁
が

「
２
審
有
罪
後
に
上
告
審
が

残
っ
て
い
る
（
高
等
裁
審
、

最
高
裁
審
が
出
て
い
な
い
）

状
態
で
の
禁
固
刑
の
執
行
開

始
は
違
憲
」
と
の
決
定
を
出

し
た
た
め
、
昨
年
１
１
月
に

１
年
７
カ
月
ぶ
り
に
釈
放
さ

れ
て
い
た
。

　

ル
ー
ラ
元
大
統
領
は
１
２

日
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ

を
訪
れ
て
お
り
、
教
皇
の

住
居
で
、
非
公
式
会
見
に
も

使
わ
れ
る
サ
ン
・
マ
ル
タ
館

（
カ
ー
サ
・
サ
ン
タ
・
マ
ル
タ
）

で
教
皇
と
面
会
し
た
。

　

ル
ー
ラ
元
大
統
領
は
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
に
２
枚
の
写
真
を

投
稿
し
、「
よ
り
公
平
な
世

界
、
よ
り
博
愛
に
満
ち
た
世

界
の
実
現
の
た
め
に
教
皇
と

面
会
し
た
」
と
書
き
込
み
、

「
世
界
に
は
び
こ
る
格
差
や

不
平
等
を
解
消
す
る
た
め
、

未
来
あ
る
若
者
た
ち
と
の
意

見
交
換
の
場
を
教
皇
が
用
意

し
て
く
れ
た
と
聞
き
、
と
て

も
う
れ
し
く
思
っ
た
」
と
も

語
っ
た
。

　

ル
ー
ラ
元
大
統
領
は
グ
ア

ル
ジ
ャ
ー
疑
惑
以
外
に
も
さ

ら
に
七
つ
の
嫌
疑
が
か
け
ら

れ
て
い
る
。そ
の
中
の
一
つ
、

ゼ
ロ
テ
ス
裁
判
の
被
告
尋
問

が
１
１
日
に
予
定
さ
れ
て
い

た
が
、
ロ
ー
マ
に
行
く
た
め

に
、
今
月
初
め
に
延
期
を
申

請
し
、
許
可
さ
れ
て
い
た
。

ル
ー
ラ
元
大
統
領
に
は
国
外

渡
航
禁
止
措
置
は
取
ら
れ
て

い
な
い
。

外国為替市況
中銀サイトより

2月14日午後 4時現在
米ドル相場

売　4.2994  R$
買　4.2986  R$

円相場
売　0.0392  R$
買　0.0392  R$

「民営化議論すべき」と総裁

教
皇
と
ヴ
ァ
チ
カ
ン
で
面
会

ゼ
ロ
テ
ス
裁
判
延
期
し
て
の
渡
航

頭
蓋
骨
骨
折
や
死
亡
例
の
報
告
も

伯国銀行
ゲデス経済相

問
題
発
言
連
発
に
懸
念
の
声

（２）２０２０年 第５４２９号 ２月 １５日 （土曜日）

ルーラ元大統領

駐
米
大
使
が
よ
う
や
く
決
ま
る

大
統
領
三
男
の
騒
動
な
ど
も
あ
り



　
「
こ
れ
を
初は

じ

め
て
見み

た
と
き
に
は
思お

も

わ
ず
ハ
ッ
と
し
た
」
と

早わ

稲せ

田だ

大だ
い

学が
く

で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
史し

を
研け

ん

究き
ゅ
うさ
れ
て
い
た
長な

が

澤さ
わ

和か
ず

俊と
し

・
名め

い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
言い

う
。
昭

し
ょ
う

和わ

４
１
（
１
９
６
６
）
年ね

ん

春は
る

に
テ
ヘ
ラ
ン
考こ

う

古こ

博は
く

物ぶ
つ

館か
ん

を
訪お

と
ず
れ
た
時と

き

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

で
見み

つ
け
た
ガ
ラ
ス
製せ

い

の
水み

ず

さ
し
は
、
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

所し
ょ

蔵ぞ
う

の
も
の
と

そ
っ
く
り
だ
っ
た
。

　

鳥と
り

の
嘴

く
ち
ば
しを
か
た
ど
っ
た
口く

ち

、
流な

が

れ
る
よ
う
な
曲

き
ょ
く

線せ
ん

を
示し

め

す
胴ど

う

体た
い

や
把と

っ

手て

、
と
く
に
注そ

そ

ぎ
や
す
い
よ
う
に
親お

や

指ゆ
び

を
か
け
る
突と

っ

起き

な
ど
、
驚お

ど
ろ
く
ほ
ど
似に

て
い
る
。【
１
，ｐ
８
９
】

　
た
だ
し
、
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

の
も
の
は
大た

い

切せ
つ

に
保ほ

存ぞ
ん

さ
れ
て
き
た
だ
け

に
透と

う

明め
い

な
美う

つ
く
し
さ
に
溢あ

ふ

れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
の
方ほ

う

は
出

し
ゅ
つ

土ど

品ひ
ん

の
よ
う
で
、
表

ひ
ょ
う

面め
ん

が
銀ぎ

ん

化か

し
た
り
、
汚よ

ご

れ
た
り
し
て
い
る
。

　
少す

く

な
く
と
も
こ
れ
を
見み

た
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

に
は
、
あ
の
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

の
水み

ず

さ

し
は
お
そ
ら
く
ぺ
ル
シ
ア
か
ら
は
る
ば
る
伝で

ん

来ら
い

し
た
も
の
と
直

ち
ょ
っ

感か
ん

し
た
の
で
あ
る
。【
１
， ｐ
９
０
】

　
こ
の
水み

ず

差さ

し
は
、
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

宝ほ
う

物も
つ

の
二ふ

た

つ
の
特と

く

徴ち
ょ
うを
よ
く
表あ

ら
わし

て
い
る
。

　

第だ
い

一い
ちは
「
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終

し
ゅ
う

着ち
ゃ
く

点て
ん

で
あ
る
」
と

言い

わ
れ
る
国こ

く

際さ
い

性せ
い

で
あ
る
。
宮く

内な
い

庁ち
ょ
う

正し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

事じ

務む

所し
ょ

長ち
ょ
う・

杉す
ぎ

本も
と

一か
ず

樹き

氏し

の
『
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん 

歴れ
き

史し

と
宝ほ

う

物も
つ

』【
２
】
で
は
次つ

ぎ

の

よ
う
に
指し

摘て
き

さ
れ
て
い
る
。

　
デ
ザ
イ
ン
や
装そ

う

飾し
ょ
く

技ぎ

法ほ
う

、
容よ

う

器き

の
か
た
ち
な
ど
に
つ
い
て
み

れ
ば
、
宝ほ

う

物も
つ

に
は
、
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
か
ら
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー

マ
、エ
ジ
ブ
ト
に
お
よ
ぶ
各か

っ

国こ
く

の
諸し

ょ

要よ
う

素そ

が
包ほ

う

含が
ん

さ
れ
る
。【
２
，

　

正し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん 

              
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
国こ

く

際さ
い

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

２０１９年
ねん

１１月
がつ

３日
か

版
ばん

ｐ
５
６
】

　

第だ
い

二に

は
保ほ

存ぞ
ん

性せ
い

で
あ
る
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
永え

い

世せ
い

保ほ

存ぞ
ん

が
当と

う

初し
ょ

か
ら
の
目も

く

的て
き

と
さ
れ
る
こ
と
に
も

注ち
ゅ
う

意い

し
た
い
。同お

な

じ
目も

く

的て
き

の
、宝ほ

う

物も
つ

の
一い

っ

括か
つ

献け
ん

納の
う

の
例れ

い

と
し
て
、

エ
ジ
プ
ト
の
諸し

ょ

王お
う

朝ち
ょ
うの
宝た

か
ら
や
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
は
法ほ

う

門も
ん

寺じ

地ち

宮き
ゅ
うや
遼

り
ょ
う

代だ
い

の
慶け

い

陵り
ょ
う

白は
く

塔と
う

の
事じ

例れ
い

が
あ
る
。

　
し
か
し
、
永え

い

世せ
い

保ほ

存ぞ
ん

の
手し

ゅ

法ほ
う

と
し
て
選え

ら

ば
れ
た
の
は
、
埋ま

い

納の
う

と
い
う
形け

い

式し
き

で
あ
り
、
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

の
例れ

い

の
よ
う
に
、
人ひ

と

の
手て

に

よ
っ
て
、
地ち

上じ
ょ
うで
守ま

も

ら
れ
た
例れ

い

を
知し

ら
な
い
。
つ
ま
り
、
永え

い

世せ
い

保ほ

存ぞ
ん

と
い
う
意い

思し

が
発は

っ

信し
ん

さ
れ
、そ
れ
が
一い

ち

度ど

も
途と

切ぎ

れ
ず
に
、

人ひ
と

か
ら
人ひ

と

に
引ひ

き
継つ

が
れ
て
継け

い

続ぞ
く

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。【
２
， ｐ
３
３
】

　

正
し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

は
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
国く

に

の
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
王お

う

朝ち
ょ
うに
護ま

も

ら
れ

て
き
た
「
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
国こ

く

際さ
い

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

」
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、

こ
れ
が
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
た
の
か
、
歴れ

き

史し

を
辿た

ど

っ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
に

わ
が
国く

に

の
国く

に

柄が
ら

が
見み

え
て
く
る
。

　
６
１
８
年ね

ん

に
成せ

い

立り
つ

し
た
唐と

う

は
サ
サ
ン
朝ち

ょ
うペ
ル
シ
ア
（
２
２
６

～
６
５
１
年ね

ん

）
と
の
間あ

い
だで
、
文ぶ

ん

化か

交こ
う

流り
ゅ
うが
盛さ

か

ん
だ
っ
た
。
仲

ち
ゅ
う

介か
い

に
立た

っ
た
の
が
、
商

し
ょ
う

才さ
い

に
長た

け
た
西に

し

ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ソ
ク

ド
人じ

ん

で
あ
る
。
ソ
グ
ド
人じ

ん

は
ペ
ル
シ
ア
人じ

ん

と
同お

な

じ
イ
ラ
ン
系け

い

ア
ー
リ
ア
人じ

ん

で
、
言げ

ん

語ご

も
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うも
近ち

か

か
っ
た
。

　

彼か
れ

ら
は
ペ
ル
シ
ア
の
絨

じ
ゅ
う

毯た
ん

、
宝ほ

う

石せ
き

細ざ
い

工く

、
楽が

っ

器き

、
ガ
ラ
ス
、

金き
ん

属ぞ
く

器き

、
香こ

う

料り
ょ
う、
薬や

く

品ひ
ん

な
ど
を
ラ
ク
ダ
の
背せ

に
載の

せ
、
今こ

ん

日に
ち

の
イ
ラ
ン
か
ら
パ
ミ
ー
ル
高こ

う

原げ
ん

や
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂さ

漠ば
く

を
越こ

え

て
長

ち
ょ
う

安あ
ん

ま
で
運は

こ

ん
だ
。

　

６
５
１
年ね

ん

に
ア
ラ
ブ
軍ぐ

ん

（
イ
ス
ラ
ム
・
カ
リ
フ
国こ

く

）
が
サ

サ
ン
朝ち

ょ
うを
滅ほ

ろ

ぼ
す
と
、
王お

う

子じ

た
ち
や
そ
の
一い

ち

族ぞ
く

郎ろ
う

党と
う

が
唐と

う

に
亡ぼ

う

命め
い

し
た
。
彼か

れ

ら
に
従

し
た
が
っ
て
、
多お

お

く
の
工こ

う

芸げ
い

家か

が
長

ち
ょ
う

安あ
ん

に
や
っ
て

き
た
。

　

玄げ
ん

宗そ
う

皇こ
う

帝て
い

（
唐と

う

の
第だ

い

９
代だ

い

皇こ
う

帝て
い

、
６
８
５
～
７
６
２
年ね

ん

）

の
宮

き
ゅ
う

廷て
い

内な
い

の
工こ

う

房ぼ
う

に
は
織お

り

物も
の

刺し

繍し
ゅ
う

工こ
う

、
木も

っ

工こ
う

、
玉

ぎ
ょ
っ

工こ
う

、
金き

ん

工こ
う

が
千せ

ん

人に
ん

規き

模ぼ

で
い
て
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
工こ

う

芸げ
い

品ひ
ん

を
作つ

く

っ
て
い
た
。
そ
の

中な
か

に
は
多お

お

く
の
ペ
ル
シ
ア
人じ

ん

工こ
う

匠し
ょ
うや
そ
の
弟で

子し

と
な
っ
た
唐と

う

人じ
ん

工こ
う

も
い
て
、
ペ
ル
シ
ア
風ふ

う

の
工こ

う

芸げ
い

品ひ
ん

も
制せ

い

作さ
く

し
て
い
た
。
そ
れ

ら
が
国こ

く

内な
い

の
貴き

族ぞ
く

の
褒ほ

う

賞し
ょ
うや
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

国こ
く

の
朝

ち
ょ
う

貢こ
う

へ
の
返へ

ん

礼れ
い

と
し
て

配く
ば

ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

唐と
う

の
首し

ゅ

都と

長ち
ょ
う

安あ
ん

で
も
ペ
ル
シ
ア
風ふ

う

の
文ぶ

ん

化か

が
流

り
ゅ
う

行こ
う

し
た
。

『
旧

き
ゅ
う

唐と
う

書し
ょ

』
は
「
太た

い

常じ
ょ
うの
楽が

く

は
胡こ

曲き
ょ
くを
尚た

っ
と
び
、
貴き

人じ
ん

の
御ぎ

ょ

饌せ
ん

（
食

し
ょ
く

事じ

）
は
こ
と
ご
と
く
胡こ

食し
ょ
くで
、
士し

女じ
ょ

は
み
な
胡こ

服ふ
く

を
着き

て

い
る
」
と
書か

い
て
い
る
。「
胡こ

」
と
は
ペ
ル
シ
ア
や
ソ
グ
ド
の
こ

と
で
あ
る
。

　

玄げ
ん

宗そ
う

の
下も

と

で
軍ぐ

ん

人じ
ん

と
し
て
の
し
上あ

が
っ
た
安あ

ん

禄ろ
く

山ざ
ん

は
、
ソ
グ

ド
人じ

ん

と
突と

っ

厥け
つ

（
ト
ル
コ
系け

い

遊ゆ
う

牧ぼ
く

民み
ん

族ぞ
く

）
の
混こ

ん

血け
つ

で
、
７
５
５

年ね
ん

に
「
安あ

ん

禄ろ
く

山ざ
ん

の
乱ら

ん

」
と
呼よ

ば
れ
る
叛は

ん

乱ら
ん

を
起お

こ
し
た
。
こ
の

際さ
い

に
、
唐と

う

の
あ
る
王お

う

族ぞ
く

が
逃の

が

れ
る
際さ

い

に
、
持も

ち
き
れ
な
い
財ざ

い

宝ほ
う

を
大お

お

き
な
唐か

ら

壺つ
ぼ

２
つ
に
入い

れ
て
、
長

ち
ょ
う

安あ
ん

南な
ん

郊こ
う

に
埋う

め
た
。

　

そ
の
唐か

ら

壺つ
ぼ

が
見み

つ
か
り
、
中な

か

か
ら
出で

て
き
た
宝ほ

う

物も
つ

に
は
、
銀ぎ

ん

薫く
ん

炉ろ

や
琉る

璃り

碗わ
ん

な
ど
、
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

の
宝ほ

う

物も
つ

と
瓜う

り

二ふ
た

つ
の
も
の
が

少す
く

な
く
な
い
。
ま
た
サ
サ
ン
朝ち

ょ
うの
銀ぎ

ん

貨か

、
東ひ

が
しロ
ー
マ
の
金き

ん

貨か

、

日に

本ほ
ん

の
和わ

銅ど
う

開か
い

宝ほ
う

銀ぎ
ん

銭せ
ん

も
出で

て
き
て
、
当と

う

時じ

の
国こ

く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
うの

盛さ
か

ん
な
様さ

ま

を
窺う

か
がわ
せ
る
。

　

長
ち
ょ
う

安あ
ん

の
国こ

く

際さ
い

性せ
い

豊ゆ
た

か
な
様さ

ま

は
、
わ
が
国く

に

か
ら
赴お

も
むい
た
遣け

ん

唐と
う

使し

の
一い

っ

行こ
う

も
見け

ん

聞ぶ
ん

し
て
い
る
。７
世せ

い

紀き

か
ら
９
世せ

い

紀き

に
か
け
て
、

我わ

が
国く

に

は
１
７
回か

い

に
わ
た
っ
て
遣け

ん

唐と
う

使し

を
派は

遣け
ん

し
た
。
長な

が

澤さ
わ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
彼か

れ

ら
の
長

ち
ょ
う

安あ
ん

で
の
滞た

い

在ざ
い

に
つ
い
て
こ
う
語か

た

る
。

　

遣け
ん

唐と
う

使し

の
一い

っ

行こ
う

は
長

ち
ょ
う

安あ
ん

で
大た

い

食し
ょ
く、
吐と

蕃ば
ん

、
そ
の
他ほ

か

多お
お

く
の

外が
い

国こ
く

人じ
ん

と
会あ

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
す
ぐ
れ
た
文ぶ

ん

化か

も
肌は

だ

で
感か

ん

じ
て

い
た
と
思お

も

わ
れ
る
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
西せ

い

方ほ
う

に
は
西せ

い

域い
き

、
吐と

蕃ば
ん

、
吐と

火か

羅ら

、
大た

い

食し
ょ
く、
波は

斯し

、
天て

ん

竺じ
く

等な
ど

の
国く

に

々ぐ
に

が
あ
り
、
西せ

い

方ほ
う

に
は
緑

り
ょ
く

眼が
ん

朱し
ゅ

髯ぜ
ん

の
人ひ

と

が
住す

む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
大や

ま

和と

朝ち
ょ
うの
イ
ン

テ
リ
は
実じ

っ

際さ
い

に
彼か

れ

ら
と
会あ

い
、
話は

な
し
を
か
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

す
っ
か
り
わ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。【
１
， ｐ
２
１
１
】

　

東ひ
が
し
ア
ジ
ア
の
遣け

ん

唐と
う

使し

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国く

に

の
特と

く

産さ
ん

品ひ
ん

を
唐と

う

に

献け
ん

納の
う

し
、
そ
れ
に
数す

う

倍ば
い

す
る
回か

い

賜し

（
返へ

ん

礼れ
い

品ひ
ん

）
を
貰も

ら

っ
て
帰き

国こ
く

す
る
の
が
常つ

ね

で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
当と

う

時じ

の
国こ

く

際さ
い

貿ぼ
う

易え
き

で
あ
る
。

ま
た
、
日に

本ほ
ん

か
ら
の
遣け

ん

唐と
う

使し

は
総そ

う

勢ぜ
い

１
０
０
人に

ん

か
ら
６
０
０

人に
ん

程て
い

度ど

で
、
彼か

れ

ら
は
命い

の
ち
が
け
の
渡と

航こ
う

で
あ
っ
た
か
ら
、
無ぶ

事じ

、

唐と
う

に
着つ

く
と
、
唐か

ら

物も
の

の
購こ

う

入に
ゅ
うに
精せ

い

を
出だ

し
た
。

　

そ
れ
ら
の
中な

か

に
は
、
ペ
ル
シ
ア
か
ら
唐と

う

に
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
、
あ
る
い
は
唐と

う

に
亡ぼ

う

命め
い

し
た
ペ
ル
シ
ア
工こ

う

人じ
ん

が
造つ

く

っ
た
工こ

う

芸げ
い

品ひ
ん

も
含ふ

く

ま
れ
て
い
た
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
一い

ち

部ぶ

が
日に

本ほ
ん

に
持も

ち
帰か

え

ら
れ
、
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

の
宝ほ

う

物も
つ

と
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

ま
た
日に

本ほ
ん

か
ら
遣け

ん

隋ず
い

使し

・
遣け

ん

唐と
う

使し

が
派は

遣け
ん

さ
れ
る
と
、
そ

の
返へ

ん

礼れ
い

と
し
て
使し

節せ
つ

が
我わ

が
国く

に

に
や
っ
て
く
る
の
が
通つ

う

例れ
い

で

あ
っ
た
。
天て

ん

智ち

天て
ん

皇の
う

の
治ち

世せ
い

の
６
６
９
年ね

ん

と
６
７
１
年ね

ん

に
は

そ
れ
ぞ
れ
２
千せ

ん

人に
ん

規き

模ぼ

の
夥

お
び
た
だし
い
船ふ

ね

と
唐と

う

人じ
ん

が
来ら

い

朝ち
ょ
うし
て
い

る
。
そ
の
中な

か

に
は
夥

お
び
た
だし
い
数か

ず

の
商

し
ょ
う

人に
ん

が
含ふ

く

ま
れ
て
い
て
、
莫ば

く

大だ
い

な
唐か

ら

物も
の

を
持も

っ
て
き
た
よ
う
だ
。

　

分ぶ
ん

量り
ょ
うか
ら
見み

る
と
、
遣け

ん

唐と
う

使し

が
持も

ち
帰か

え

っ
た
物も

の

以い

上じ
ょ
うが
輸ゆ

入に
ゅ
うさ
れ
、
そ
の
中な

か

に
は
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

に
献け

ん

納の
う

さ
れ
た
多お

お

く
の
工こ

う

芸げ
い

品ひ
ん

が
含ふ

く

ま
れ
て
い
た
と
推す

い

測そ
く

さ
れ
て
い
る
。

　

興
き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
の
は
、
諸し

ょ

国こ
く

か
ら
の
遣け

ん

唐と
う

使し

の
中な

か

で
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
特と

く

に
書し

ょ

籍せ
き

の
購こ

う

入に
ゅ
うに
熱ね

っ

心し
ん

だ
っ
た
こ
と
だ
。『
旧

き
ゅ
う

唐と
う

書し
ょ

』
の

「
倭わ

国こ
く

日に

本ほ
ん

伝で
ん

」
に
は
、「
得え

る
と
こ
ろ
の
錫し

賚ら
い

（
下く

だ

さ
れ
も
の
）

尽こ
と
ご
とく
文ぶ

ん

籍せ
き

（
書し

ょ

籍せ
き

）
を
市か

い
、
海う

み

に
泛う

か

ん
で
還か

え

る
」
と
、
記き

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
。

　

書し
ょ

籍せ
き

を
熱ね

っ

心し
ん

に
求も

と

め
る
の
は
、
昔む

か
し
か
ら
の
学が

く

問も
ん

や
技ぎ

術じ
ゅ
つを

重お
も

ん
じ
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
習

し
ゅ
う

性せ
い

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
遣け

ん

唐と
う

使し

の
一い

っ

行こ
う

に

は
、
医い

師し

、
楽が

く

師し

、
画え

師し

、
玉ぎ

ょ
く
・
鍛か

冶じ

・
鋳い

物も
の

な
ど
の
職

し
ょ
く

人に
ん

な
ど
も
い
て
、
唐と

う

の
す
ぐ
れ
た
技ぎ

術じ
ゅ
つの
吸

き
ゅ
う

収し
ゅ
うに
つ
と
め
た
。

　

第だ
い

１
７
次じ

遣け
ん

唐と
う

使し

（
８
３
８
～
８
４
０
）
と
と
も
に
入に

っ

唐と
う

し
た
藤ふ

じ

原わ
ら

貞さ
だ

敏と
し

は
、
も
と
も
と
琴こ

と

の
名め

い

手し
ゅ

で
あ
っ
た
が
、
唐と

う

の

琵び

琶わ

の
名め

い

人じ
ん

劉り
ゅ
う

二じ

郎ろ
う

に
砂さ

金き
ん

二に

百ひ
ゃ
く

両り
ょ
うを
贈お

く

っ
て
師し

事じ

し
、
わ

ず
か
数す

う

ヶ
月げ

つ

で
こ
と
ご
と
く
妙

み
ょ
う

曲き
ょ
くを
伝で

ん

授じ
ゅ

さ
れ
た
。
劉

り
ゅ
う

二じ

郎ろ
う

は

そ
の
天て

ん

分ぶ
ん

に
感か

ん

心し
ん

し
、
譜ふ

数す
う

十じ
ゅ
っ

巻か
ん

を
与あ

た

え
、
そ
の
愛ま

な

娘む
す
めを
貞さ

だ

敏と
し

に
嫁と

つ

が
せ
た
と
い
う
。

　

翌よ
く

年と
し

の
帰き

朝ち
ょ
うに
あ
た
り
、
劉

り
ゅ
う

二じ

郎ろ
う

は
紫し

檀だ
ん

・
紫し

藤と
う

琵び

琶わ

各か
く

一い
ち

面め
ん

を
餞せ

ん

別べ
つ

と
し
て
貞さ

だ

敏と
し

に
与あ

た

え
た
。「
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

宝ほ
う

物も
つ

中ち
ゅ
うの
数か

ず

多お
お

い
琵び

琶わ

も
、
何な

ん

回か
い

か
こ
う
し
た
経け

い

緯い

を
く
り
返か

え

し
て
輸ゆ

入
に
ゅ
う

さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
長な

が

澤さ
わ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
指し

摘て
き

す
る
。

　

正
し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

の
宝ほ

う

物も
つ

の
中な

か

で
も
有ゆ

う

名め
い

な
鳥と

り

毛げ

立り
ゅ
う

女じ
ょ
の

屏び
ょ
う

風ぶ

は
、

六ろ
く

扇せ
ん

に
わ
た
っ
て
豊ほ

う

満ま
ん

な
唐と

う

美び

人じ
ん

が
描え

が

か
れ
、
一い

っ

見け
ん

、
唐と

う

か
ら

の
舶は

く

来ら
い

品ひ
ん

と
考か

ん
が
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
屏

び
ょ
う

風ぶ

の
下し

た

貼ば

り
の
反ほ

故ご

紙し

に
天て

ん

平ぴ
ょ
う

勝し
ょ
う

宝ほ
う

４
（
７
５
３
）
年ね

ん

の
年ね

ん

記き

が
あ
り
、
結け

っ

局き
ょ
く、

わ
が
国く

に

で
製せ

い

作さ
く

さ
れ
た
こ
と
が
明あ

き

ら
か
に
な
っ
た
。

　
こ
の
下し

た

貼ば

り
に
使つ

か

わ
れ
た
文ぶ

ん

書し
ょ

は
、
天て

ん

平ぴ
ょ
う

勝し
ょ
う

宝ほ
う

４
年ね

ん

に
新し

ら

羅ぎ

使し

が
や
っ
て
き
た
際さ

い

に
、
奈な

良ら

朝ち
ょ
うの
貴き

族ぞ
く

が
新し

ら

羅ぎ

使し

か
ら

購こ
う

入に
ゅ
う

予よ

定て
い

の
物も

の

の
種し

ゅ

類る
い

・
価か

格か
く

な
ど
を
報ほ

う

告こ
く

し
た
も
の
で
あ

る
と
見み

ら
れ
て
い
る
。
購こ

う

入に
ゅ
う

品ひ
ん

の
中な

か

で
も
多お

お

い
の
は
香こ

う

料り
ょ
うで
、

そ
の
原げ

ん

産さ
ん

地ち

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

南な
ん

部ぶ

か
ら
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
半は

ん

島と
う

、
ス
マ

ト
ラ
に
及お

よ

び
、
新し

ら

羅ぎ

商し
ょ
う

人に
ん

の
広こ

う

範は
ん

囲い

な
活か

つ

動ど
う

が
窺う

か
がわ
れ
る
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるよう
な話

はなし

を毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より
多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に
興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

な
どに記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

「
全ぜ

ん

ア
ジ
ア
の
も
っ
と
も
美う

つ
く

し
い
時じ

代だ
い

の
姿す

が
た

が
、
正し

ょ
う

倉そ
う

院い
ん

に
保ほ

存ぞ
ん

さ
れ
て
い
る
」

  

こ
の
奇き

跡せ
き

は
ど
の
よ
う
に
実じ

つ

現げ
ん

さ
れ
た
の
か
？

（３） ２０２０年第５４２９号 	 ２月	１５日	（土曜日）

　

し
か
し
、
長な

が

澤さ
わ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
「
こ
の
国く

に

に
は
古ふ

る

い
金き

ん

銀ぎ
ん

器き

や
金き

ん

銀ぎ
ん

平へ
い

脱だ
つ

（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
注ち

ゅ
う

： 

紋も
ん

様よ
う

の
形か

た
ちに
切き

っ
た
金き

ん

や
銀ぎ

ん

の
薄う

す

い

板い
た

を
貼は

り
付つ

け
た
）
漆し

っ

器き

等な
ど

が
残の

こ

っ
て
お
ら
ず
、
新し

ら

羅ぎ

、
百く

だ

済ら

は
わ
が
国く

に

と
唐と

う

と
の
中

ち
ゅ
う

継け
い

貿ぼ
う

易え
き

を
試こ

こ
ろ
み
た
と
み
ら
れ
る
点て

ん

が
あ
り
」と
言い

わ
れ
て
い
る
。唐と

う

か
ら
の
返へ

ん

礼れ
い

品ひ
ん

や
輸ゆ

入に
ゅ
う

品ひ
ん

も
、

ほ
と
ん
ど
日に

本ほ
ん

へ
輸ゆ

出し
ゅ
つし
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事こ

と

か
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
そ
の
文ぶ

ん

書し
ょ

が
反ほ

故ご

と
し
て
、
朝

ち
ょ
う

廷て
い

で
工こ

う

芸げ
い

品ひ
ん

の
制せ

い

作さ
く

に
あ
た
っ
て
い
た
内な

い

匠し
ょ

寮り
ょ
うに
払は

ら

い
下さ

げ
ら
れ
、
下し

た

貼ば

り
と
し
て
使つ

か

わ
れ
た
。
作さ

く

者し
ゃ

は
唐と

う

で
技ぎ

術じ
ゅ
つを
学ま

な

ん
だ
日に

本ほ
ん

人じ
ん

か
、
あ
る
い
は
も
う
一ひ

とつ
可か

能の
う

性せ
い

が
あ
る
の
が
帰き

化か

人じ
ん

で
あ
る
。

　

長な
が

澤さ
わ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

に
よ
れ
ば
、
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

の
御ぎ

ょ

物ぶ
つ

に
は
日に

本ほ
ん

で
制せ

い

作さ
く

さ
れ
た
と
判は

ん

明め
い

し
て
い
な
が
ら
、
ペ
ル
シ
ア
人じ

ん

の
工こ

う

芸げ
い

家か

が
い

た
と
し
か
考か

ん
が
え
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
。

　

そ
れ
は
二ふ

た

つ
の
屏

び
ょ
う

風ぶ

で
、
両

り
ょ
う

方ほ
う

と
も
樹じ

ゅ

木も
く

の
下し

た

で
鹿し

か

や
猿さ

る

を

な
ど
を
配は

い

置ち

し
た
ペ
ル
シ
ャ
風ふ

う

の
模も

様よ
う

が
描え

が

か
れ
て
い
る
が
、

専せ
ん

門も
ん

家か

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教き

ょ
うの
最さ

い

高こ
う

神し
ん

オ

フ
ル
マ
ズ
ド
が
悪あ

く

の
神か

み

ア
フ
レ
マ
ン
を
追つ

い

放ほ
う

す
る
様さ

ま

を
描え

が

い
て

い
る
と
い
う
。

　

様よ
う

式し
き

だ
け
見み

れ
ば
、
ペ
ル
シ
ア
か
ら
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
経へ

て
日に

本ほ
ん

に

や
っ
て
き
た
も
の
の
よ
う
に
見み

え
る
が
、
屏

び
ょ
う

風ぶ

の
下か

端た
ん

に
は
、

絹け
ん

布ぷ

の
銘め

い

識し
ょ
くの
一い

ち

部ぶ

と
思お

も

わ
れ
る
墨す

み

書が

き
で
「
天て

ん

平ぴ
ょ
う

正し
ょ
う

宝ほ
う

三さ
ん

年ね
ん

十じ
ゅ
う

月が
つ

」
と
あ
り
、
わ
が
国く

に

で
造つ

く

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
事こ

と

が

明あ
き

ら
か
に
な
っ
た
。

　

帰き

化か

人じ
ん

が
工こ

う

芸げ
い

の
面め

ん

で
も
活か

つ

躍や
く

し
て
い
た
こ
と
は
記き

録ろ
く

に
も

残の
こ

さ
れ
て
い
る
。
唐と

う

の
高こ

う

僧そ
う

・
鑑が

ん

真じ
ん

は
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
招

し
ょ
う

請せ
い

を
受う

け
て
、
５
回か

い

の
失し

っ

敗ぱ
い

を
乗の

り
越こ

え
て
来ら

い

朝ち
ょ
うし
た
。
そ
の
際さ

い

に
、

弟で

子し

１
４
人に

ん

の
ほ
か
、
ペ
ル
シ
ア
人じ

ん

（
ま
た
は
現げ

ん

在ざ
い

の
ウ
ズ
ベ

キ
ス
タ
ン
の
ブ
ハ
ラ
人じ

ん

）
ら
し
き
安あ

ん

如に
ょ

宝ほ
う

、
ベ
ト
ナ
ム
人じ

ん

軍ぐ
ん

法ぽ
う

力り
き

な
ど
２
４
人に

ん

が
同ど

う

行こ
う

し
た
と
い
う
。

　

鑑が
ん

真じ
ん

は
後の

ち

に
唐と

う

招し
ょ
う

提だ
い

寺じ

を
建こ

ん

立り
ゅ
うし
た
が
、
そ
の
金こ

ん

堂ど
う

、
地じ

蔵ぞ
う

堂ど
う

な
ど
は
安あ

ん

如に
ょ

宝ほ
う

、
講こ

う

堂ど
う

の
丈

じ
ょ
う

六ろ
く

弥み

勒ろ
く

菩ぼ

薩さ
つ

な
ど
は
軍ぐ

ん

法ぽ
う

力り
き

の
作さ

く

で
あ
る
と
い
う
。

　

そ
の
外ほ

か

に
も
、
遣け

ん

唐と
う

使し

の
帰き

朝ち
ょ
うに
あ
た
り
、
唐と

う

の
つ
け
た
送そ

う

使し

が
遭そ

う

難な
ん

な
ど
で
帰か

え

れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
帰き

化か

し
た
唐と

う

人じ
ん

も
多お

お

く
、
彼か

れ

ら
は
そ
れ
ぞ
れ
姓せ

い

を
賜た

ま
わ
り
、
官か

ん

位い

を
授さ

ず

け
ら
れ
、

唐と
う

文ぶ
ん

化か

の
普ふ

及き
ゅ
うに
貢こ

う

献け
ん

し
た
。
わ
が
国く

に

で
は
技ぎ

術じ
ゅ
つや
学が

く

問も
ん

を

も
っ
た
帰き

化か

人じ
ん

も
歓か

ん

迎げ
い

さ
れ
、
彼か

れ

ら
が
ま
た
優す

ぐ

れ
た
工こ

う

芸げ
い

品ひ
ん

を
後こ

う

世せ
い

に
残の

こ

し
た
の
で
あ
る
。

　
ペ
ル
シ
ア
や
唐と

う

で
優す

ぐ

れ
た
工こ

う

芸げ
い

品ひ
ん

が
た
く
さ
ん
作つ

く

ら
れ
、
ま

た
貿ぼ

う

易え
き

な
ど
で
ア
ジ
ア
各か

く

地ち

に
広ひ

ろ

ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
多お

お

く
は
永え

い

世せ
い

保ほ

存ぞ
ん

の
た
め
、
あ
る
い
は
戦せ

ん

火か

や
略

り
ゃ
く

奪だ
つ

か
ら

護ま
も

る
た
め
に
土ど

中ち
ゅ
うに
埋う

め
ら
れ
た
り
し
た
。
さ
ら
に
は
新し

ら

羅ぎ

の

よ
う
に
貿ぼ

う

易え
き

で
多お

お

く
の
工こ

う

芸げ
い

品ひ
ん

を
扱あ

つ
かい
な
が
ら
、利り

の
た
め
か
、

自じ

国こ
く

で
は
ほ
と
ん
ど
残の

こ

さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
国く

に

も
あ
る
。

　
こ
う
い
う
歴れ

き

史し

と
比く

ら

べ
て
み
れ
ば
、
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

で
海か

い

外が
い

か
ら
の

多お
お

く
の
宝ほ

う

物も
つ

が
人ひ

と

の
手て

に
よ
っ
て
残の

こ

さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
世せ

界か
い

史し

的て
き

な
奇き

跡せ
き

で
あ
る
こ
と
が
理り

解か
い

で
き
よ
う
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
歴れ

き

史し

学が
く

者し
ゃ

ア
ー
ノ
ル
ド
・
ト
イ
ン
ビ
ー
は
こ
う

語か
た

っ
て
い
る
。

白は
く

瑠る

璃り

水す
い

瓶び
ょ
う

１
．
テ
ヘ
ラ
ン
で
見み

つ
け
た

　
　

正し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

所し
ょ

蔵ぞ
う

品ひ
ん

と

　
　

そ
っ
く
り
の
水み

ず

差さ

し

２
．「
世せ

界か
い

最さ
い

古こ

の
国こ

く

際さ
い

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

」

　

七し
ち

、
八は

ち

世せ
い

紀き

の
さ
ま
ざ
ま
な
遺い

品ひ
ん

を
、
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に

数か
ず

多お
お

く
、
し
か
も
完か

ん

璧ぺ
き

な
姿す

が
た
で
保ほ

存ぞ
ん

さ
れ
て
き
た
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

の

宝ほ
う

物も
つ

は
、
ま
さ
に
か
け
が
え
の
な
い
「
宝ほ

う

石せ
き

」
で
あ
る
。【
３
， 

ｐ
１
１
】

　

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東と

う

洋よ
う

学が
く

で
は
も
っ
と
も
進す

す

ん
で
い
る
フ

ラ
ン
ス
の
ギ
メ
東と

う

洋よ
う

美び

術じ
ゅ
つ

館か
ん

の
館か

ん

長ち
ょ
うだ
っ
た
ル
ネ
・
グ
ル
ッ
セ

も
、
こ
う
評

ひ
ょ
う

価か

し
て
い
る
。

　
全ぜ

ん

ア
ジ
ア
の
も
っ
と
も
美う

つ
くし
い
時じ

代だ
い

の
姿す

が
たが
、
今こ

ん

日に
ち

、
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

に
保ほ

存ぞ
ん

さ
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
眼め

の
前ま

え

に
そ
の
姿す

が
たを
ほ

う
ふ
つ
と
さ
せ
て
く
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
点て

ん

に
お
い
て
、
七し

ち

、
八は

ち

世せ
い

紀き

は
ア
ジ
ア
大た

い

陸り
く

の
も
っ
と
も
偉い

大だ
い

な
時じ

代だ
い

で
あ
っ
た
と
お

も
う
。
そ
し
て
、
そ
の
偉い

大だ
い

な
世せ

い

紀き

が
、
ま
さ
に
こ
の
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

に
保ほ

存ぞ
ん

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

正
し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

が
こ
れ
ら
の
「
宝ほ

う

石せ
き

」「
全ぜ

ん

ア
ジ
ア
の
も
っ
と
も
美

う
つ
く

し
い
時じ

代だ
い

の
姿す

が
た
」
を
１
２
０
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うも
保ほ

存ぞ
ん

で
き
た
の
に

は
、
二ふ

た

つ
の
要よ

う

因い
ん

が
あ
る
。

　

第だ
い

一い
ち

は
皇こ

う

室し
つ

の
保ほ

護ご

で
あ
る
。
正

し
ょ
う

倉そ
う

院い
ん

は
初し

ょ

期き

の
頃こ

ろ

か

ら
「
勅

ち
ょ
く

封ふ
う

」
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
扉と

び
ら
を
開あ

け
る
に
は
勅

ち
ょ
っ

許き
ょ

（
天て

ん

皇の
う

の
許き

ょ

可か

）
が
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
り
、
開か

い

閉へ
い

に
は
天て

ん

皇の
う

の
命め

い

を
受う

け
た
使し

者し
ゃ

が
立た

ち
会あ

う
。
中

ち
ゅ
う

世せ
い

以い

降こ
う

は
「
勅

ち
ょ
く

封ふ
う

」
と
は
「
天て

ん

皇の
う

ご
自じ

身し
ん

が
書か

か
れ
た
封ふ

う

」
と
解か

い

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
紙か

み

に
お
名な

前ま
え

あ
る
い
は
花か

押お
う

が
書か

か
れ
る
。
こ
の
伝で

ん

統と
う

が
現げ

ん

在ざ
い

ま

で
続つ

づ

い
て
い
る
と
い
う
。

　

第だ
い

二に

は
、
１
２
０
０
年ね

ん

以い

上じ
ょ
うに
わ
た
っ
て
９
千せ

ん

点て
ん

も
の
品し

な

を
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Japão registra primeira 
morte no país causada por 
novo coronavírus

Comitê organizador da Olimpíada de 
Tóquio diz que evento não será cancelado 
ou adiado por causa do coronavírus

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Novo coronavírus (14/02/2020)

Olímpicos (14/02/2020)

O Ministério da Saúde, 
Trabalho e Bem-Estar So-
cial do Japão confirmou a 
morte de uma mulher in-
fectada pelo novo corona-
vírus. Ela estava na casa 
dos 80 anos e morava na 
província de Kanagawa, 
nos arredores de Tóquio. 
Esta é a primeira morte re-
lacionada ao vírus no país.
O ministro da Saúde, Kat-
sunobu Kato, disse que a 
mulher começou a apre-
sentar sintomas em 22 de 
janeiro e foi internada em 
um hospital na província 
de Kanagawa no dia 1º de 
fevereiro. Ela foi declarada 

O chefe do comitê orga-
nizador da Olimpíada de 
Tóquio, Yoshiro Mori, res-
saltou que as autoridades 
não consideram cancelar 
ou adiar a realização do 
evento por causa do surto 
de coronavírus.
Na quinta-feira, Mori dis-
cursou em uma reunião do 
Comitê Olímpico Interna-
cional (COI), em Tóquio.

morta na quinta-feira. Os 
testes realizados posterior-
mente confirmaram que ela 
tinha contraído o novo co-
ronavírus.
O ministério acrescentou 
que a mulher nunca viajou 
ao exterior. Seu genro, que 
trabalha como motorista de 
táxi, também foi infectado 
pelo vírus.
Autoridades do Ministé-
rio da Saúde afirmam que 
o homem declarou não ter 
visitado as províncias chi-
nesas de Hubei e Zhejiang 
nas duas semanas anterio-
res ao início da apresenta-
ção dos sintomas. Elas ci-

No início do encontro de 
dois dias para verificar os 
preparativos para os Jogos, 
o presidente da Comissão 
de Coordenação do COI, 
John Coates, declarou que 
o surto de coronavírus é 
uma questão inesperada 
que precisa ser lidada.
Coats disse que quer garan-
tir que todos os atletas e as 
pessoas que vierem ao Ja-

tam também que ele nega 
ter levado passageiros es-
trangeiros neste período.
Kato diz que o ministério 
está trabalhando para iden-
tificar as rotas de infecção 
do novo coronavírus.
O ministro disse a repórte-
res, na sexta-feira, que as 
pessoas devem se precaver 
contra infecção. Ele pediu 
aos idosos e portadores de 
doenças crônicas que en-
trem em contato, por meio 
de linhas diretas, caso 
tenham sintomas, como 
tosse e febre. E se houver 
suspeita de terem contraí-
do o vírus, eles serão infor-

pão para a Olimpíada não 
sejam infectados, e que to-
das precauções necessárias 
sejam tomadas.
Yoshiro Mori afirmou que 
tem havido rumores irres-
ponsáveis nas redes sociais 
dando a entender que os 
Jogos de Tóquio poderiam 
ser cancelados por causa 
do surto.
No entanto, ele enfatizou 

mados sobre instituições 
médicas a procurar.
Perguntado se acredita que 
está havendo transmissão 
entre humanos no Japão, 
Kato respondeu que auto-
ridades do ministério não 
têm evidências para mudar 
a atual posição de que não 
está havendo epidemia no 
país.
Contudo, ele disse que não 
se pode descartar a possi-
bilidade de que o vírus se 
alastre ainda mais, e que 
estão sendo feitos prepara-
tivos para tratar pacientes 
em caso de epidemia.

que o comitê organizador 
não leva o cancelamento 
ou adiamento em consi-
deração. Mori disse ainda 
que o comitê montou uma 
força-tarefa para elaborar 
medidas, como, por exem-
plo, o compartilhamento 
de informações sobre pre-
venção de infecções.

Presidente do Fed diz que novo coronavírus 
pode provocar transtornos à economia global

Imprensa americana diz que Carlos 
Ghosn está trabalhando com famoso 
agente de Hollywood

Serviço telefônico orienta turistas 
sobre o novo vírus no Japão

Novo coronavírus (12/02/2020)

Carlos Ghosn (14/02/2020)

Novo coronavírus (14/02/2020)

O presidente do Fede-
ral Reserve dos Estados 
Unidos, Jerome Powell, 
afirmou estar preocupado 
que o surto de coronavírus 
possa provocar transtornos 
à economia global.
Contudo, o banco central 
americano não enxerga 
quaisquer necessidades de 
afrouxar a política mone-

Uma reportagem de um 
veículo de imprensa ame-
ricano afirma que o ex-pre-
sidente do conselho de 
administração da Nissan 
Motor, Carlos Ghosn, está 
trabalhando com um famo-
so agente de Hollywood 
em projetos de filme e TV 

O governo japonês pede 
a turistas inseguros sobre 
o risco de ter contraído o 
novo coronavírus que con-
sultem um médico tão logo 
quanto possível.
Informa que os turistas 
incertos quanto a onde 
encontrar assistência po-

tária neste momento.
Na terça-feira, Powell fa-
lou diante do Congresso. 
Ele disse que o Fed moni-
tora de perto o alastramen-
to do vírus, que pode pro-
vocar transtornos na China 
e se espalhar para o resto 
da economia global.
Jerome Powell declarou 
que a atual postura do Fe-

sobre a vida do executivo.
A reportagem foi veiculada 
pela Bloomberg na segun-
da-feira. Ghosn, que foi 
denunciado no Japão por 
irregularidades financeiras, 
violou sua fiança e fugiu 
para o Líbano no final do 
ano passado.

dem obter informações 
por meio de um serviço de 
orientação grátis por tele-
fone nas 24 horas do dia. 
Os interessados podem ob-
ter — em inglês, chinês ou 
coreano — detalhes sobre 
clínicas e hospitais mais 
próximos de onde se en-

Fabricantes de veículos e smartphones 
também vão produzir máscaras na China

Japão vai proibir entrada de pessoas 
da província chinesa de Zhejiang

Cuidadores poderão ter semana 
de trabalho de quatro dias na 
província japonesa de Miyagi

Máscaras (12/02/2020)

Novo coronavírus (12/02/2020)

Cuidadores (13/02/2020)

A falta de máscaras na 
China em meio ao surto de 
coronavírus está levando à 
entrada de novos fabrican-
tes no mercado, alguns de-
les de setores inesperados, 
que incluem uma monta-
dora e uma fabricante de 
smartphones.
A BYD, uma montadora 
de veículos elétricos com 
sede em Shenzhen, disse 
que vai iniciar a produção 
em massa de máscaras já 
na segunda-feira. Funcio-
nários estabeleceram a 
meta de cinco milhões de 
máscaras por dia até o final 
do mês. Eles também esta-
beleceram a meta diária de 
50 mil garrafas de desinfe-
tante.

O governo do Japão vai 
proibir pessoas proceden-
tes da província chinesa de 
Zhejiang de entrarem no 
país a partir de quinta-fei-
ra, visando ajudar a conter 
a disseminação do novo 
coronavírus. Muitos casos 
têm sido confirmados na 
província.
O premiê japonês, Shin-
zo Abe, fez o anúncio na 
quarta-feira em uma reu-

O  governo da província 
de Miyagi, do nordeste do 
Japão, planeja promover a 
adoção de jornada semanal 
de trabalho de quatro dias 
para cuidadores, como 
parte de medidas de re-
forma com o fim de atrair 
mais profissionais para o 
setor.
O Ministério da Saúde, 
Trabalho e Bem-estar So-
cial do Japão estima que 
a província terá uma es-
cassez de mais de 4.700 
cuidadores de idosos e de-
ficientes no ano fiscal de 
2025.
O governo provincial pre-
tende atrair mais profissio-
nais para o setor com uma 
melhoria das condições de 

A taiwanesa Hon Hai Pre-
cision Industry, também 
conhecida como Foxconn, 
fabricante dos aparelhos 
iPhone da Apple, também 
está entrando no mercado 
de máscaras. Uma em-
presa do grupo disse que 
visa produzir dois milhões 
de máscaras por dia nes-
te mês em sua fábrica em 
Shenzhen.
Até segunda-feira, um 
quarto dos fabricantes de 
máscaras na China ainda 
precisavam reiniciar a pro-
dução devido a restrições 
de viagem e falta de traba-
lhadores. Muitas empresas 
apoiadas pelo governo têm 
importado máscaras do 
exterior.

nião de uma força tarefa 
lidando com o surto do 
vírus.
O Japão atualmente proíbe 
a entrada de estrangeiros 
que estiveram na provín-
cia de Hubei até 14 dias 
antes de chegar ao Japão, 
ou aqueles que possuem 
passaportes emitidos pelo 
governo provincial de Hu-
bei, a não ser em situações 
especiais.

trabalho. Anuncia que vai 
contratar consultores em 
reforma trabalhista e os 
despachará para os estabe-
lecimentos interessados.
Funcionários do governo 
da província explicam que, 
dentro das metas traçadas, 
os centros assistenciais 
adotarão a jornada sema-
nal de trabalho de quatro 
dias até o fim do próximo 
ano fiscal.
O governo de Miyagi res-
salta ser este o primeiro 
programa no Japão de 
despacho de consultores 
pagos com verbas provin-
ciais para auxiliar na ado-
ção da semana de trabalho 
de quatro dias no setor as-
sistencial.

deral Reserve no tocante 
à política monetária deve 
permanecer apropriada, 
enquanto a economia dos 
Estados Unidos se manti-
ver “amplamente consis-
tente” com as perspectivas 
do órgão.
O Fed cortou sua taxa bá-
sica de juros em três opor-
tunidades desde o verão 

Michael Ovitz é o funda-
dor de uma agência para 
estrelas de Hollywood, e 
ex-presidente da Walt Dis-
ney Company. Um porta-
voz de Ghosn teria dito que 
Ovitz vai auxiliar o ex-titã 
do setor automobilístico 
nos projetos e avaliar suas 

contrem.
O governo planeja distri-
buir folhetos sobre o ser-
viço em locais turísticos, 
lojas de conveniência e 
drogarias. As providências 
são parte de uma campa-
nha para veicular informa-
ções corretas sobre meios 

passado com o intuito de 
apoiar a economia.
As declarações do pre-
sidente do banco central 
americano sugerem que 
o órgão está inclinado a 
manter as coisas como es-
tão, a não ser que haja al-
gum grande transtorno.

propostas.
A reportagem diz que a 
história de Ghosn tem po-
tencial para se tornar um 
filme ou seriado, em um 
momento no qual grandes 
distribuidoras estão bus-
cando conteúdo novo.

de se manter livre da infec-
ção.
Para turistas em visita ao 
Japão, o telefone é o 050-
3816-2787. Para quem 
está fora do país, é preciso 
acrescentar o código do 
Japão, 81, e excluir o zero 
inicial.
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あ
れ
ば
す
べ
て
の
競

き
ょ
う

技ぎ

を
観み

た
い
。
だ
が
特と

く

に
関か

ん

心し
ん

が
あ

る
競

き
ょ
う

技ぎ

は
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ

ー
、
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

。
実じ

つ

は
こ
の
３
競

き
ょ
う

技ぎ

は
リ
オ
五ご

輪り
ん

で
ブ
ラ
ジ
ル

が
金き

ん

メ
ダ
ル
を
獲か

く

得と
く

し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
競

き
ょ
う

技ぎ

は
日に

本ほ
ん

対た
い

ブ
ラ
ジ
ル
の
決け

っ

勝し
ょ
う

戦せ
ん

の
実じ

つ

現げ
ん

を
期き

待た
い

し
て
い
ま
す
。
そ

の
と
き
私わ

た
し

は
日に

本ほ
ん

を
応お

う

援え
ん

し

ま
す
が
、
皆み

な

さ
ん
は
ど
う
ぞ

　

在ざ
い

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

大た
い

使し

館か
ん

と
ブ
ラ
ジ
ル
市し

民み
ん

省し
ょ
う

及お
よ

び
同ど

う

省し
ょ
うス
ポ
ー
ツ
庁ち

ょ
うの
共

き
ょ
う

催さ
い

に
よ
る
、
日に

っ

伯ぱ
く

ス
ポ
ー
ツ
交こ

う

流り
ゅ
う

促そ
く

進し
ん

の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
２
０
年ね

ん

東と
う

京き
ょ
う―
日に

っ

伯ぱ
く

ス
ポ
ー
ツ
交こ

う

流り
ゅ
う―
」
が
１
０
日か

午ご

後ご

に
首し

ゅ

都と

ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
ス
ポ
ー

ツ
庁

ち
ょ
う

講こ
う

堂ど
う

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに
関か

ん

す
る
覚

お
ぼ
え

書が
き

及お
よ

び
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

協き
ょ
う

力り
ょ
くに
関か

ん

す
る
覚

お
ぼ
え

書が
き

の
署し

ょ

名め
い

式し
き

を
実じ

っ

施し

し
た
。
当と

う

日じ
つ

、
オ
ズ
マ
ー
ル・
テ
ー
ラ
市し

民み
ん

大だ
い

臣じ
ん

（
当と

う

時じ

）、
デ
ッ
シ
オ・
ド
ス・
サ
ン
ト
ス・
ブ
ラ
ジ
ル
ス
ポ
ー
ツ
庁

ち
ょ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

、
レ
イ
ラ・

バ
ッ
ホ
ス
上

じ
ょ
う

院い
ん

議ぎ

員い
ん

の
ほ
か
、
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

院い
ん

議ぎ

員い
ん

、
ブ
ラ
ジ
ル
五ご

輪り
ん

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委い

員い
ん

会か
い

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

な
ど
約や

く

２
０
０
人に

ん

が

参さ
ん

加か

し
た
。
本ほ

ん

紙し

姉し

妹ま
い

紙し

ジ
ョ
ル
ナ
ル
・
ニ
ッ
パ
キ
の
樋ひ

口ぐ
ち

ア
ウ
ド
編へ

ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うが
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
を
応お

う

援え
ん

し
て
く
だ

さ
い
」
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
語か

た

っ
て
会か

い

場じ
ょ
うの
笑わ

ら

い
を
誘さ

そ

っ

た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
時と

き

の
テ

ー
ラ
市し

民み
ん

大だ
い

臣じ
ん

は
１
３
日に

ち

、

オ
ニ
ッ
キ
ス
・
ロ
レ
ン
ゾ
ニ
官か

ん

房ぼ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

が
そ
の
大だ

い

臣じ
ん

職し
ょ
くを
継つ

ぐ
こ
と
に
な
り
、
連れ

ん

邦ぽ
う

議ぎ

員い
ん

に
戻も

ど

っ
た
。
キ
チ
ン
と
こ
の
覚

お
ぼ
え

書が
き

の
件け

ん

も
引ひ

き
継つ

い
で
ほ
し

い
も
の
。

本ほ
ん

で
研け

ん

修し
ゅ
うを
受う

け
た
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

講こ
う

師し

を
派は

遣け
ん

し
、
研け

ん

修し
ゅ
う

結け
っ

果か

を

児じ

童ど
う

生せ
い

徒と

に
広ひ

ろ

め
る
教

き
ょ
う

育い
く

教
き
ょ
う

程て
い

を
導ど

う

入に
ゅ
うす
る
こ
と
に
な
っ

た
。
つ
ま
り
、
将

し
ょ
う

来ら
い

的て
き

に
公こ

う

的て
き

教き
ょ
う

育い
く

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
選せ

ん

択た
く

科か

目も
く

に
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

が
取と

り
入い

れ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

山や
ま

田だ

彰あ
き
ら

駐ち
ゅ
うブ
ラ
ジ
ル
大た

い

使し

は
挨あ

い

拶さ
つ

で
「
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

国こ
く

は
、

選せ
ん

手し
ゅ

や
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の

人じ
ん

的て
き

交こ
う

流り
ゅ
うと
と
も
に
、
幅は

ば

広ひ
ろ

い
分ぶ

ん

野や

で
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
進す

す

め
て
い

き
た
い
」
と
述の

べ
、
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

に

つ
い
て
は
「
日に

本ほ
ん

は
、
ブ
ラ

ジ
ル
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

連れ
ん

盟め
い

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くの
も

と
、
学が

っ

校こ
う

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

中な
か

に
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

が
組く

み
込こ

ま
れ
る

よ
う
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
指し

導ど
う

者し
ゃ

を
日に

本ほ
ん

に
招

し
ょ
う

聘へ
い

し
た
り
、
日に

本ほ
ん

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

を
ブ
ラ
ジ
ル
に

派は

遣け
ん

し
た
り
す
る
な
ど
、
必ひ

つ

要よ
う

な
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
行

お
こ
な

っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
引ひ

き
続つ

づ

き
推す

い

進し
ん

し
て
い
き
た
い
と
思お

も
っ
て
お
り

ま
す
」
と
し
、
覚

お
ぼ
え

書が
き

調ち
ょ
う

印い
ん

に

よ
り
さ
ら
に
両

り
ょ
う

国こ
く

の
絆き

ず
な
が
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな
る
と
の
展て

ん

望ぼ
う

を
語か

た
っ
た
。

　

オ
ズ
マ
ー
ル
・
テ
ー
ラ
大だ

い

臣じ
ん

も
挨あ

い

拶さ
つ

で
、「
日に

っ

伯ぱ
く

は
経け

い

済ざ
い

関か
ん

係け
い

に
加く

わ

え
、
人じ

ん

的て
き

関か
ん

係け
い

も

深ふ
か

い
。
本ほ

ん

省し
ょ
うの
予よ

算さ
ん

を
管か

ん

理り

し
て
い
る
の
も
日に

っ

系け
い

人じ
ん

、
本ほ

ん

省し
ょ
うで
最も

っ
と
も
評

ひ
ょ
う

価か

の
高た

か

い
事じ

業
ぎ
ょ
う

部ぶ

門も
ん

を
管か

ん

理り

す
る
の
も
日に

っ

系け
い

人じ
ん

だ
。
我わ

れ

々わ
れ

は
、
古ふ

る

い
伝で

ん

統と
う

を
誇ほ

こ

る
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
誠せ

い

実じ
つ

さ
、

勤き
ん

勉べ
ん

さ
を
も
っ
た
メ
ン
バ
ー
を

持も

っ
て
い
る
」
と
人じ

ん

的て
き

絆き
ず
なを
高た

か

く
評

ひ
ょ
う

価か

し
、「
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の

柔じ
ゅ
う

道ど
う

へ
の
情

じ
ょ
う

熱ね
つ

は
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
サ
ッ
カ
ー
へ
の
そ
れ
と
同お

な

じ

ぐ
ら
い
激は

げ

し
い
。
だ
か
ら
我わ

れ
わ
れ々

の
五ご

輪り
ん

最さ
い

多た

メ
ダ
ル
獲か

く

得と
く

競
き
ょ
う

技ぎ

は
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

だ
。
こ
の
覚

お
ぼ
え

書が
き

は
、

畳た
た
みの
上う

え

で
の
メ
ダ
ル
だ
け
で
な

く
、
ま
さ
に
良よ

き
市し

民み
ん

育い
く

成せ
い

の
た
め
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

強き
ょ
う

化か

と
言い

う
意い

味み

で
重

じ
ゅ
う

要よ
う

だ
」
と
語か

た

っ

た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
石い

し

川か
わ

レ
ナ
ト
会か

い

長ち
ょ
う）
が
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

青せ
い

年ね
ん

会か
い

議ぎ

所し
ょ

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くで
主し

ゅ

催さ
い

す

る
「
ブ
ラ
ジ
ル
・
コ
ク
ネ
ク

シ
ョ
ン
」
事じ

業ぎ
ょ
うの
一い

っ

環か
ん

と
し

て
、
文ぶ

ん

協き
ょ
う

大だ
い

講こ
う

堂ど
う

（R
u

a 
São Joaquim

, 3
8

1
 – 

L
ib

erd
ad

e

）
で
講こ

う

演え
ん

会か
い

「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
Ａ
Ｉ
（
人じ

ん

工こ
う

知ち

能の
う

）
／
ラ
米べ

い

最さ
い

大だ
い

の
技ぎ

術じ
ゅ
つ

投と
う

資し

基き

金き
ん(Softban

k 
Innovation Fund

、
以い

下か

Ｓ
Ｉ
Ｆ)

は
社し

ゃ

会か
い

に
イ
ン

パ
ク
ト
を
与あ

た

え
る
」
を
１
７

日に
ち

（
月げ

つ

）
午ご

後ご

６
時じ

半は
ん

か
ら

開か
い

催さ
い

す
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

料り
ょ
うは
５
０

レ
ア
ル
。

　

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
昨さ

く

年ね
ん

３

月が
つ

に
５
０
億お

く

ド
ル
の
中

ち
ゅ
う

南な
ん

　

署し
ょ

名め
い

式し
き

後ご

の
イ
ベ
ン
ト
で
、

藤ふ
じ

井い

裕ゆ
う

子こ

ブ
ラ
ジ
ル
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

男だ
ん

子し

監か
ん

督と
く

は
取し

ゅ

材ざ
い

に
答こ

た

え
、「
メ

ダ
ル
の
数か

ず

は
意い

識し
き

し
て
い
な

い
。
あ
く
ま
で
各か

く

選せ
ん

手し
ゅ

が
自じ

己こ

ベ
ス
ト
を
出だ

す
こ
と
に
重

じ
ゅ
う

点て
ん

を
置お

き
、
弱

じ
ゃ
く

点て
ん

を
克こ

く

服ふ
く

す

る
練れ

ん

習し
ゅ
うを
重か

さ

ね
て
い
る
。
そ

れ
が
結け

っ

果か

に
つ
な
が
る
は
ず
」

と
の
心

こ
こ
ろ

構が
ま

え
を
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
、
柔

じ
ゅ
う

米べ
い

フ
ァ
ン
ド
（So

ftB
an

k 
Latin A

m
erica

）
の
設せ

つ

　

群ぐ
ん

馬ま

県け
ん

の
高た

か

崎さ
き

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

が
来ら

い

聖せ
い

す
る
機き

会か
い

に
ジ

ェ
ト
ロ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
事じ

務む

所し
ょ

（
大お

お

久く

保ぼ

敦あ
つ
し

所し
ょ

長ち
ょ
う）
は
、
聖せ

い

市し

の
ジ
ャ
パ
ン・ハ
ウ
ス
（A

v. 
P

au
lista, 5

2
 - B

ela 
V

ista

）
の
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー

ム
で
一い

っ

般ぱ
ん

向む

け
の
「
高た

か

崎さ
き

だ

る
ま
絵え

付つ

け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

高
たか

崎
さき

名
めい

産
さん

のだるまを紹
しょう

介
かい

する大
おお

久
く

保
ぼ

敦
あつし

ジェト
ロ所

しょ

長
ちょう

プ
」
を
１
８
日に

ち

（
火か

）
午ご

後ご

３
時じ

～
５
時じ

ま
で
開か

い

催さ
い

す

る
。
招

し
ょ
う

待た
い

客き
ゃ
く

向む

け
は
午ご

後ご

６

～
９
時じ

。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
同ど

う

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

の
今い

ま

井い

だ
る
ま

店て
ん

Ｎ
Ａ
Ｙ
Ａ
の
今い

ま

井い

裕ひ
ろ

久ひ
さ

氏し

に
よ
る
だ
る
ま
の
紹

し
ょ
う

介か
い

と
絵え

付つ

け
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
そ
し
て
参さ

ん

加か

者し
ゃ

に
実じ

っ

際さ
い

に
白し

ろ

地じ

の
だ
る
ま
の
絵え

付つ

け

体た
い

験け
ん

を
し
て
も
ら
う
。

　

同ど
う

市し

の
だ
る
ま
生せ

い

産さ
ん

量り
ょ
うは

全ぜ
ん

国こ
く

の
８
割わ

り

を
占し

め
る
と
言い

わ
れ
、
最さ

い

近き
ん

で
は
赤あ

か

だ
け
で

な
く
、
青あ

お

、
緑み

ど
り
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
色い

ろ

の
だ
る
ま
が
作つ

く

ら
れ
、

特と
く

別べ
つ

な
言こ

と

葉ば

を
書か

い
て
も
ら

う
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
出で

て

き
た
。
願が

ん

掛か

け
を
す
る
「
縁え

ん

起ぎ

物も
の

」
と
し
て
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
一い

ち

部ぶ

を
成な

す
習

し
ゅ
う

慣か
ん

だ
。

　
「
合ご

う

格か
く

だ
る
ま
」「
必ひ

っ

勝し
ょ
うだ

る
ま
」「
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
だ
る

ま
」「
自じ

由ゆ
う

名め
い

入い

り
だ
る
ま
」

「
還か

ん

暦れ
き

だ
る
ま
」「
応お

う

援え
ん

だ
る

ま
」
な
ど
様さ

ま

々ざ
ま

な
タ
イ
プ
が

あ
る
。
当と

う

日じ
つ

以い

降こ
う

、
Ｊ
Ｈ
館か

ん

内な
い

の
シ
ョ
ッ
プ
「
真し

ん

」
で
販は

ん

売ば
い

　
１
４
日か

付づ
け

本ほ
ん

面め
ん

記き

事じ

「
山や

ま

口ぐ
ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

総そ
う

会か
い

」
の
日ひ

付づ
け

に

誤あ
や
まり
が
あ
っ
た
。
総そ

う

会か
い

の
開か

い

催さ
い

日び

は
「
２
９
日に

ち

」
で
は
な

く
、正た

だ

し
く
は
「
３
月が

つ

１
日た

ち

」。

お
詫わ

び
の
上う

え

、
訂て

い

正せ
い

す
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

柔
じ
ゅ
う

道ど
う

の
公こ

う

的て
き

教き
ょ
う

育い
く

導ど
う

入
に
ゅ
う

に
道み

ち

を
開ひ

ら

く
今こ

ん

回か
い

の
覚

お
ぼ
え

書が
き

調
ち
ょ
う

印い
ん

を
、
最も

っ
と

も
喜よ

ろ
こ

ん
だ
の
は
天て

ん

国ご
く

の
故こ

関せ
き

根ね

隆た
か

範の
り

さ
ん
で
は

…
。
ブ
ラ
ジ
ル
講こ

う

道ど
う

館か
ん

柔じ
ゅ
う

道ど
う

有ゆ
う

段だ
ん

者し
ゃ

会か
い

の
現げ

ん

役え
き

会か
い

長ち
ょ
うと
し

て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

柔じ
ゅ
う

道ど
う

連れ
ん

盟め
い

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
会か

い

長ち
ょ
うと
共と

も

に
３
０
人に

ん

の
若わ

か

手て

柔じ
ゅ
う

道ど
う

家か

を

引い
ん

率そ
つ

し
て
訪ほ

う

日に
ち

し
、
ま
さ
に

東と
う

京き
ょ
うで
こ
の
動う

ご

き
の
下し

た

準じ
ゅ
ん

備び

を
し
て
い
る
真ま

っ
最さ

い

中ち
ゅ
う、
昨さ

く

年ね
ん

１
０
月が

つ

２
９
日に

ち

（
日に

っ

本ぽ
ん

時じ

間か
ん

）
に
心し

ん

不ふ

全ぜ
ん

に
よ
り
７
８

歳さ
い

で
亡な

く
な
っ
た
。
関せ

き

根ね

さ

ん
は
「
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

を
通と

お

し
て
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

を
正た

だ

し
く
伝つ

た

え
て
い
く
」

を
信し

ん

念ね
ん

と
し
て
、
絶た

え
ず
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん

係け
い

の
最さ

い

前ぜ
ん

線せ
ん

に
い
る
民み

ん

間か
ん

人じ
ん

と
し
て
献け

ん

身し
ん

し
て
い
た
。

合が
っ

掌し
ょ
う。

　

今こ
ん

回か
い「
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

協き
ょ
う

力り
ょ
く

覚お
ぼ
え

書が
き

」

「
ス
ポ
ー
ツ
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

覚お
ぼ
え

書が
き

」

が
署し

ょ

名め
い

さ
れ
、
２
０
１
７
年ね

ん

開か
い

始し

で
本ほ

ん

年ね
ん

終し
ゅ
う

了り
ょ
うす
る
は
ず

だ
っ
た
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

振し
ん

興こ
う

に
関か

ん

す
る

日に

本ほ
ん

か
ら
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くが
継け

い

続ぞ
く

さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
合あ

わ
せ

て
市し

民み
ん

省し
ょ
うの
方ほ

う

で
、
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

の

パ
イ
ロ
ッ
ト
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを
受う

け
る
ブ

ラ
ジ
ル
の
学が

っ

校こ
う

を
選え

ら

び
、
日に

大だ
い

臣じ
ん

「
良よ

き
市し

民み
ん

育い
く

成せ
い

に
重じ

ゅ
う

要よ
う

」

東と
う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

パ
ラ
契け

い

機き

に
関か

ん

係け
い

深し
ん

化か

立り
つ

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。
技ぎ

術じ
ゅ
つ

投と
う

資し

基き

金き
ん

と
し
て
は
ラ
米べ

い

最さ
い

大だ
い

で
、

デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
、
デ
ジ
タ

ル
金き

ん

融ゆ
う

、
健け

ん

康こ
う

、
移い

動ど
う

な
ど

を
投と

う

資し

先さ
き

と
す
る
。
す
で
に

タ
ク
シ
ー
ア
プ
リ
９
９
、
Ｌ

ｏ
ｇ
ｇ
ｉ
、
Ｇ
ｙ
ｍ
ｐ
ａ
ｓ

ｓ
な
ど
に
投と

う

資し

し
て
い
る
。

絵え

付つ

け
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
18
日に

ち

だ
る
ま
な
ど
高た

か

崎さ
き

物ぶ
っ

産さ
ん

を
紹し

ょ
う

介か
い

　

今こ
ん

回か
い

の
講こ

う

演え
ん

で
は
、
Ｓ

Ｉ
Ｆ
副ふ

く

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

の
フ
リ
ッ
ペ
・

フ
ジ
ワ
ラ
氏し

が
ベ
ン
チ
ャ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
や
フ

ィ
ン
テ
ッ
ク
、

ク
シ
ョ
ン
」
は
日に

っ

系け
い

・
非ひ

日に
っ

系け
い

を
問と

わ
ず
、
各か

く

界か
い

の
リ
ー
ダ

ー
を
繋つ

な

ぎ
、
現げ

ん

在ざ
い

と
未み

来ら
い

に

影え
い

響き
ょ
うを
与あ

た

え
る
点て

ん

に
注

ち
ゅ
う

目も
く

す

る
イ
ベ
ン
ト
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

前ま
え

売う

り

券け
ん

購こ
う

入に
ゅ
うは
サ
イ
ト
（w

w
w

.
bit.ly/con

exao_bu
n 

kyo

）
ま
で
。

　「うちの新
し ん

年
ね ん

会
か い

では、一
い っ

世
せ い

から五
ご

世
せ い

まで集
あ つ

まるんですよ」。来
ら い

社
し ゃ

した聖
せ い

州
しゅう

サンカエターノ市
し

在
ざ い

住
じゅう

の寺
て ら

田
だ

専
せ ん

登
と

さん（８７、二
に

世
せ い

）はそう言
い

うと、今
こ ん

月
げ つ

２日
か

にスザノ市
し

の北
き た

川
が わ

家
け

で行
おこな

われた親
し ん

族
ぞ く

恒
こ う

例
れ い

の新
し ん

年
ね ん

会
か い

の写
し ゃ

真
し ん

を見
み

せた。
　この新

し ん

年
ね ん

会
か い

は、親
し ん

族
ぞ く

である寺
て ら

田
だ

家
け

、日
ひ

野
の

家
け

、北
き た

川
が わ

家
け

、小
こ

竹
た け

公
こう

的
てき

教
きょう

育
いく

導
どう

入
にゅう

に覚
おぼえ

書
がき

交
か

わす柔
じゅう

道
ど う

（７） ２０２０年第５４２９号 	 ２月	１５日	（土曜日）

交
か

わした覚
おぼえ

書
がき

を手
て

に、ブラジルスポーツ庁
ちょう

長官
かん

、テーラ
市
し

民
みん

大
だい

臣
じん

、山
やま

田
だ

大
たい

使
し

（Foto: Aldo Shiguti）

フ
リ
ッ
ペ
・
フ
ジ
ワ
ラ
氏し

　

山や
ま

田だ

彰あ
き
ら

大た
い

使し

は
「
２
０
２ 

０
年ね

ん

東と
う

京き
ょ
う
―
日に

っ

伯ぱ
く

ス
ポ
ー
ツ

交こ
う

流り
ゅ
う

―
」
イ
ベ
ン
ト
の
挨あ

い

拶さ
つ

の
最さ

い

後ご

に
、「
私

わ
た
し

自じ

身し
ん

は
五ご

輪り
ん

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
可か

能の
う

で
道ど

う

指し

導ど
う

活か
つ

動ど
う

の
紹

し
ょ
う

介か
い

を
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
五ご

輪り
ん

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選せ

ん

手し
ゅ

を
迎む

か

え
入い

れ
る
日に

本ほ
ん

の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
紹

し
ょ
う

介か
い

、
今こ

ん

回か
い

初は
つ

競き
ょ
う

技ぎ

種し
ゅ

目も
く

と
な

る
空か

ら

手て

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
が
行お

こ
なわ
れ
た
。

■
訂て

い

正せ
い

■

を
開か

い

始し

す
る
予よ

定て
い

。

　

大お
お

久く

保ぼ

所し
ょ

長ち
ょ
うは
「
県け

ん

レ
ベ

ル
で
は
今い

ま

ま
で
も
物ぶ

っ

産さ
ん

紹し
ょ
う

介か
い

は
あ
っ
た
が
、
市し

と
し
て
は
珍

め
ず
ら

し
い
。
ぜ
ひ
高た

か

崎さ
き

の
特と

く

産さ
ん

品ひ
ん

を
知し

り
に
足あ

し

を
運は

こ

ん
で
く
だ

さ
い
」
と
薦す

す

め
た
。

　

前ぜ
ん

日じ
つ

１
７
日に

ち

（
月げ

つ

）
に
は

フ
ラ
ヴ
ィ
ア
・
タ
ケ
イ
氏し

物ぶ
つ

を
呼よ

ぶ
。
人じ

ん

工こ
う

知ち

能の
う

な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
は
社し

ゃ

会か
い

に
大お

お

き

な
変へ

ん

化か

を
も
た
ら
す

も
の
で
、
知し

っ
て
お

く
べ
き
分ぶ

ん

野や

で
は
」

と
参さ

ん

加か

を
薦す

す

め
た
。

　
「
ブ
ラ
ジ
ル
・
コ
ネ

文ぶ
ん

協き
ょ
う

で
17
日に

ち

に
先せ

ん

端た
ん

テ
ー
マ
講こ

う

演え
ん

会か
い

「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
Ａ
Ｉ
」
語か

た

る

ボ
ス
ト
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
の
経け

い

営え
い

者し
ゃ

フ

ラ
ヴ
ィ
ア
・
タ
ケ
イ
氏し

が
市し

場じ
ょ
うの
消

し
ょ
う

費ひ

・
卸

お
ろ
し

売う
り

・
デ
ジ
タ

ル
に
つ
い
て
先せ

ん

端た
ん

的て
き

な
解か

い

析せ
き

を
す
る
と
い
う
。

　

石い
し

川か
わ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
文ぶ

ん

協き
ょ
うは
今こ

年と
し

も
各か

く

分ぶ
ん

野や

で
傑け

っ

出し
ゅ
つし
た
人じ

ん

五
ご

世
せい

まで集
あつ

まる新
しん

年
ねん

会
かい

料り
ょ
う

理り

人に
ん

や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
メ

デ
ィ
ア
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

な
ど
の
限げ

ん

定て
い

客き
ゃ
く

向む

け
に
高こ

う

級き
ゅ
う

食し
ょ
く

材ざ
い

紹
し
ょ
う

介か
い

パ
ー
テ
ィ
を
行お

こ
ない
、
大お

お

利と

根ね

漬づ
け

、
ゆ
あ
さ
農の

う

園え
ん

、
福ふ

く

島し
ま

農の
う

園え
ん

な
ど
に
よ
る
梅う

め

や
梅ば

い

肉に
く

・

梅う
め

酢ず

ソ
ー
ス
、
群ぐ

ん

馬ま

産さ
ん

小こ

麦む
ぎ

を
使つ

か

っ
た
う
ど
ん
、
牧ま

き

野の

酒し
ゅ

造ぞ
う

（
高た

か

崎さ
き

）
の
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

や
焼

し
ょ
う

酎ち
ゅ
う、
梅う

め

酒し
ゅ

な
ど
が
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ

る
予よ

定て
い

。

新
しん

年
ねん

会
かい

の記
き

念
ねん

写
しゃ

真
しん

寺
てら

田
だ

専
せん

登
と

さん

家
け

が毎
ま い

年
と し

２月
が つ

第
だ い

一
い ち

日
に ち

曜
よ う

日
び

に行
おこな

っているもの。今
こ

年
と し

は
一
い っ

世
せ い

から五
ご

世
せ い

まで約
や く

６０人
に ん

が集
あ つ

まっ
た。
　寺

て ら

田
だ

さんによれば、約
や く

１００人
に ん

いる親
し ん

族
ぞ く

のうち、殆
ほとん

どが二
に

世
せ い

か三
さ ん

世
せ い

。
「一

い っ

世
せ い

はもう２人
り

だけ。私
わたし

も二
に

世
せ い

で
すからね」と流

りゅう

暢
ちょう

な日
に

本
ほ ん

語
ご

で話
は な

す。
当
と う

日
じ つ

は午
ご

後
ご

６時
じ

近
ち か

くまで皆
み な

で持
も

ち寄
よ

った食
しょく

事
じ

を楽
た の

しんだとのこと。
（有）

ジェトロ
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ANO XXIII  –  Nº 5429 SÃO PAULO, SÁBADO, 15 DE FEVEREIRO DE 2020 R$ 5,00
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